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两洋地理學、の淵源はとれを希

«時代に求め名ことが出來る。希躐以

.前に
?)
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.
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«!
アッシリナ
*ぺレ，シ」
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及
•
.フ
CC
' 二キ
T等が
•かなり高度
.の文
'化的發展を遂げ、直接

Iは間氣に希職文化：の勝隆に大なる貢献をなしたので'あ
 

るがしかもこれ等の國かに於いては、

*地理學
off
l源と稱すべきものが現れなかつ，だ。.バビ

»■
I1T及びその後續國 

と埃及とは國土も廣大で务り、國內各地間のみならず外國とも常住的な交易を行ひ、從つて國の內外に就いての地 

‘理的知識ヒ蓄へて居た皆である。且つまたバビ

‘口’一一
 

ァで，は特に天文學

.が、埃及では特に幾何斯が發達した。，每苹大 

河の氾濫を見るこれ等農業國では天文學が榧めて琅要であ

.つたし、

.，徵税に關してへ土地测きを行ふ爲办幾何學が必'耍
 

.であづ灸。天文學と幾何學とは、

’兩者とも地理學にとつ

.ては重，要な補助的科學であ

.名。然るにこ，れ等の國民は、.實
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こ
れ
等
の
.國
々
に
地
理
學
が
生
れ
、な
か
つ
た

 ̂

因
は
、
，勿
論
こ
れ
だ
げ
に
止
ま
る
、と
‘

は
思
は
れ
な
い
o
:吾
々
は
希
職
の
.場
合
を
考
察
す
る
に
際
し
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と
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海

外

貿

易

に

從

事

し

た

，
の

で

.あ
，.石
が
、
海
外
匕
設
け
た
そ
の
«
易
极
跋
地
は
地
中
.海
沿
岸
か
み
な
ち
ず
* 

遠
く
大
西
洋
沿
岸
ま
で
進
出
し
て
居
た
。
斯
か
る
活
動
に
依
づ
て
，ヴ
ヱ
^
キ
ア
人
が
，得
た
地
理
的
知
識
は
當
然
に
頗
る
«

¥
で
あ
.つ
た

ら
ぅ
し
、
航
海
の
爲
め
に
は
天
文
學
の
發
-»
も
著
し
き
名
の
が
•あ
つ
た
に
相
違
な
い
が
、
そ
れ
等
は
す
べ
て
後
世
に
隊
は
ら
な
か
つ
た
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ら
守
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爲
め
.に
商
品
仕
入
地
を
秘
密
に
し
た
り
、
或
は
商
品
が
特
に
困
雛
な
る
事
情 

の
下
杧
入
手
さ
れ
る
旨
を
{ー2
5俾
し
た
り
し
た
。

ス
ト
ラ
ボ
ン
の
記
す
と
こ
ろ
に
從
へ
ば
、
北
大
西
、洋
へ
錫
を
仕
入
に
行
く
フ
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n
si
キ
ア 

商
船
が
顧
馬
商
船
に
尾
行
さ
れ
、
後
者
を
導
い
て
自
ら
故
意
に
坐
.礁
し
、
し
か
も
歸
國
後
そ
の
'難
破
に
釙
し
て
國
家
よ
り
補
償
さ
れ
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が
あ
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、
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從
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が
ア
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ら
入
序
し
來
た
る
乳
赉
は
翼
あ
る
蛇
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護
衞
す
る
樹
木
ょ
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採
取
さ
れ
る
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の
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傳
が
行
は
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た
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く
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が
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フ
； 

一r
キ
ア
人
が
本
國
杧
狹
少
な
土
地
し
か
持
た
ず
> 
し
か
も
强
大
な
國
々
に
隣
接

し
て
屢
々
そ
れ
に
屈
服
せ
し
め
‘ら
れ
た
事
實
を
考
へ
れ
ば
*
そ
の
殆
ど
唯1

の
，國
カ
維
持
手
段
で
あ
つ
た
海
上
貿
易
を
獨
古
す
.る
爲
め 

右
の
如
き
.秘
，密
主
義
を
採
つ
た
こ
と
も
、
事
實
で
あ
つ
た
'ら
し
く
E
え
る
。
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斯
く
し
て
以
上
、の
諸
國
把
は
、
す
.ベ
で
相
當
に
高
度
の
：文
化
的
發
M
を
遂
げ
て
居
な
が
ら
希
臘
人
に
功
を
譲
る
て
と
-̂
な
つ
た
が
、 

フ
ュ
一
一
キ
ア
人
の
開
設
し
た
黄
易
极
據
地
は
文
化
地
域
の
瘸
大
に
貧
献
す
る
と
こ
ろg

■る
大
で
あ
つ
た
し
、
他
の
諸
國
の
學
術
は
直
接 

或
は
間
接
，に
希
®
文
化
に
吸
收
ざ
れ
る
こ
と
\
な
つ
た
，の
で
あ
，、る
，か
ら
、
從
つ
て
こ
れ
等
諸
國
§

功
績
も
決
し
て
輕
視
出
來
な
い
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希
缉
に
於
け
名
地
：理
學
.の
.發
祥
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‘希
fl
i

に
.於
い
て
も
そ
の
初
期
の
地
細
的
知
識
は
極
め
<て
.貧
屑
で
あ
りft
片
的
な
も
の
に•
ぎ
ず
、
且
つ
ま
た
不
確
實
な
要
，素
を
多
分 

に
含
ん
で
居
た
。
而
し
て
そ
れ
等

Q

知
識
ほ
、'.多
分
に
神
話
的
な
牲
質
を
持
つ
物
語
や
叙
壽
の
中
に
現
れ
た
。
ホ
メ

 

ロ
ス
の
ニ
つ
の 

叙
事
^

ィ
リ
ア
ス
と
オ
デdl
.
.ッ
y

ィ
ア
に
於
W
.
V
.こ
れ
を
見
.る
こ
と
が
出
來
る
。.然
し
乍
ら
紀
元
前
八
世
紀
頃
か
ら
始
ま
；つ
た
海
外
發 

,展
に
.依
，つ
セ
、
直
接
の
見
聞
に
依
る
知_
が
豐
富
に
蓄
積
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
を
益
々
豐

|

自
に
な
す
べ
き
實
社
會
の
强
い
要
求
が
あ
り
、 

更
に
第
六
世
紀
頃
か
ら
の
諸
學
興
隆
と
相
俟
つ
て
、
こ
に
地
理
學
'の
發
祥
を
見.る
に
.至
つ
た
の
であ
，る
。

'

希
臘
0-
植
.挝
地
.は
多
島
海
を
屮
心
.に
北
は
黑
海
北
岸
か
ら
南
は
.北
7
フ
、
リ
，カ

沿

岸

、
’
苽

は

黑

悔

取

岸

か

ら

西

は

^
-ベ
リ
‘ア
半
島
東
岸 

に
及
ん
.で
點
.々
と
し
て
散
在
し
た
。
こ
れ
等
多
數
の
植
民
地
，は
.い
，.づ

ル

も

本

國

と

密

接

な

關

係

を

保

ち

、

希

®
人
は
今
や
由
と
し
て
也 

'
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代
及
び
-̂
li
t
の
，西

洋

に

於

け

る

地

理

學
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及
び
中
世
の
西
体
に
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，け
る
地
理
學 

.

.

.

. 

' 

:
三
〇
• 

(

ニ
七
八)

.

中
海
南
岸
に
勢
力
を
張
る
フ
ェ
ー
ー
キ
ア
人
と
覇
を
爭
ふ
に
至
つ
た
？
斯
く
し
.て
彼
等
の
地
理
的
知
識
は
、
ニ
大
敍
事
詩
に
現
-^
.■た
と
P 

ろ
と
此
較
し
て
遙
か
に
酆
富
と
が
り
踏
實
と
な
つ
た
。
‘即
ち
初
期
希
臘
人
は
來
方
と
の
み
交
通
し
て
居
た
が
爲
め
^
、M

大
敍
事
詩
も 

シ
シ
リ
ー
を
限
度
と
し
て
そ
の
以
瓯
.に
就
い
て
へ
は
'極
め
て
僅
か
し
か
語
る
、と
こ
.ろ
が
無
か
っ
た
に
對
し
て
、
今
や「

へ
ラ
ク
レ
ス
の
柱」 

郞
ち
ジ
プ
ラ
ル
タ
ル
に
就
い
，て
も
直
接
の
知
識
を
猙
る
に
至
つ
た
。
ま
.だ
外
海
や
大
陸
奥
地
に
ま
で
、は
及
ば
な
か
つ
た
が
、
斯
か
る
地 

理
的
知
識
の
增
大
，や
活
潑
な
る
商
業
活
動
が
地
理
學
の
成
立
を
促
し
た
こ
と
は
疑
ひ
が
な
い
？
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し
か
も
脱
く
の
如
き
繁
榮
に
到
達
し
た
希
|1
1
人
は
、
尙
ー
蜃
僻
遠
の
地
に
市
場
を
求
め
、
或
は
强
大
な
遠
國
と
大
襯
模
な
戰
役
に
從
事 

す
る
.等
-の
爲
め
、
.愈

S
益
々
地
理
的
知
識
を
.必
要
.
.と
し
だ
？ 

、

，

、..ノ

バ 

,

希
81
に
於
い
て
派
理
學
を
成
立
せ
し
め
た
.第
1
|の
'要
因
は
、
食
時
に
於
け
る
學
術
一
般
の
興
隆
で
ぁ
る
。
周
'知
の
如
く
第
六
世
紀
以 

後
の
希
躐
は
、
諸
種
の
學
術
領
域
に
わ
、た
っ
て
目
覺
ま
し
き
進
歩
を
示
し
た
が
、
地
理
學
も
斯
か
る
廣
沉
な
現
象
の
一
部
と
して

發
祥 

を
見
•る
に
至
っ
.た
。
宗
敎
的
信
仰
や
道
德
的
見
地
•實
用
的
見
地
を
離
れ
た
自
由
な
觀
¥

思
索
と
.が
、
’而
し
て
•飽
く
ま
で
眞
實
を
追
求 

す
る
熱
®
が
、
希
躐
人
を
し
て
哲
學
*數
學
*史
學
*醫
學
，*天
文
學
か
#'
分
野
に
於
け
名
最
優
秀
，«>
學

者

た

ら

，し

め

た

と

共

，に
、
ゝ
地
，理

學 

の
祖
た
ら
.し
め
た
の
で
ぁ
っ
た
。
彼
等
に
依
っ
て
、
斷
片
的
な
地
理
的
知
識
、で
は
な
'く
、
臉
系
的
に
地
理
的
知
識
.?
:
把
握
1
ょ
ぅ
と
す

る
試
み
が
始
め
て
行
は
れ
、
そ
の
勞
作
や
學
說
は
敝
の
學
者
に
傳
承
さ
れ
た
。
或
る
知
識
領
域
‘が
ー
っ
の
學
問
と
看
做
さ
れ
得
る
か
否

•
 

\

 

■
 

* 

. 

* 

-
 

.

.
、

• 

：

.

.

.
,

.

か
•は
、
そ
の
が
容
殊
に
體
系
の
有
.無
如
.何
に
依
っ
て
，先
づ
定
め
ら
れ
る
し
、
.第
二
に
は
他
の
學
者
に
傅
承
せ
ら
れ
、
社
#
的

に

.學

問

と
 

し
て
の
機
能
を
果
し
て
居
る
か
否
か
で
吏
ま
名

:.
0

,

第1

節
に
述
べ
た
國
々
に
於
か
て
.は
、
正
し
く
斯
か
る
意
味
で
の
.地
理學

：；

S

M
並
#
.

ー
見
ら
れ
な
か
つ
た
-.
o
勿
論
杏
代
の
事
情
ば
不
明
の
部
分
が
多
v>
o
こ

の
.時
代
€>
地
：理
硏
究
の
勞
作
が
>>
1

後
も
新
し
ぐ
發
見
.さ
れ
ぬ
と 

も
限
ら
な
い
ヶ
然
し
乍
ら
、同
時
代
或
は
後
世
の
擧
者
に
依
つ
て
全
く
知
ら
れ
て
’居
仏
い
や
ぅ
な
勞
作
が
_埋
藏
さ
れ
て
居
て
も
、
そ
の
孤
，

立
し
た
勞
作
の
#
往
の
故
を
以
つ
て
"
そ
の
國
に
地
理
學
が
茌
莅
し
た
と
は
戶
へ
.
.ぬ
で
あ
.ら
ぅ
0-
希
躐
'の
場
合
に
あ
つ
'て
は
;'
後

述

心

' 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

如
き
多
數
.の
學
者
が
輩
出
し
て
、
そ
.の
：內
容
か
ら
云
つ
て
も
或
は
摩
問
と
し
て
の
社
會
的
機
能
か
ら
云
つ
.
.て，も
、
十
分
に
地
理
學
が
稃
.

在
し
た
と
云
ひ
得
各
。 

一

上
述
の
ニ
要
因
は
地
理
學
の
み
に
限
ら
ずT

同
時
に
他
の
諸
學
問
を
興
隆
.せ
しめた

要
因
で
も
あ
つ
、た
。
薔
し
‘淘
外

發

展

に

•依
つ
て

蓄
積
さ
れ
た
大
な
各
富
は
諸
方
面
の
文
化
活
動
を
旺
盛
な
ら
し
め
た
ら
ぅ
し
、
學
術
愛
好
の
希
躐
精
神
は
多
方
面
.に
ゎ
た
つ
て
そ
办
發

露
の
ロ
を
求
め
た
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
こ
、
に
特
に
地
•理
學
の
興
隆
に
寄
與
し
た
と
思
は
れ
る
第
三
の
要
因
が
あ
る
。

そ

れ

は

即

ち

希

祖

國

土

，の

自

然

的

條

件

'に
於
け
る
多
様
性
で
あ
る
,°
天
文
學
の
發
達
に
葙
利
な
澄
明
な
空
氣
と
廣
濶
な
眺
望
と
に
於
い

て
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
平
地
.に
比
し
て
遙
か
に
劣
つ
て
居
り
、
ナ
ィ
■ル
河
氾
濫
、に
依
る
地
.，界
標

流

失

の

爲

め

埃

及

で

は

土

地

^

^

が
切

實
に
必
要
で
あ
つ
た
と
い
ふ
や
ラ
な
、
幾
何
學
發
達
に
有
利
な
條
仲
も
持
.つ
て
，居
な
い
が
、.希
11
は
こ
れ
等
の
地
方
に
此
，し
.て
極
め
て
多
.

檬
性
；に
富
ん
だ
自
然
を
持
つ
て
居
'る
0.
同
國
は
山
岳
に
”そ
の
大
部
分
を
蔽
は
れ
て
居
び
、
，
そ
の
山
岳
中
に
ぽ
I
季

霉

を

頂

く

高

さ

.の
も

の
も
多
く
、
そQ:

間
に
高
原
が
あ
れ
ば
.海
棒
か
ら
奥
へ
の
び
.た
低
平
野
も
息
る
。
河
；̂
は
尤
部
分
急
流
で
、
水
置
は
冬
_率
.に
多
く
1:
季
は
'
.

涸
れ
る
が
、
ァ
ヶ
ラ
ゥ
ス
や
ァ
ル
フ
ィ
，ユ
ス
の
如
き
一
年
中
水
量
の
製
，か
な
此
較
的
大
き
な
-'河
も
あ
'
I。
?t
e
.
5£に
は
多
數
の
岬
が
長
く 

■ 

. 

- 

.

突
出
し
て
航
海
者
の
標
識
と
な
る
と
^
に
附
近
の
危
險
な
.潮
流
の
爲
め
に
恐
怖
さ
れ
、
海
上
I
は
無
數
の
島
魄
が
千f

K
M

別
の
姿
態
を
-

古
代
及
び
中
世
の
'西
洋
に
於
^
る
地
理
昏
•

-

H-
一

2
二
七
.九)



古
代
及
'び
中
世
の
西
洋
に
.於
け
る
地
理
學
.

3-
1 

(

ニ
八
〇〕

&•
し
て
浮
ん
で
居
る
9
更
に
海
焊
線
は
多
數
の
灣
を
作
-̂
そ
の
灣
は
吏
た
小
さ
な
入
忙
を
有
し
，て
居
る
0
.こ
れ
等
に
如
へ
•て
特
.に
異

T?

/ 

. 

* 

# 

.

:
な
現
象
^
し
て
、
地
下
を
潜
行
す
る
河
川
•
キ
ー
认
，ポ
ス
海
峡
の
潮
流
*
地
夢
火
山
.
.溫
衆
'4
'が
.擧

げ

b
れ
るo

石
灰
错
を
賞
い
て
地 

下
^

^
れ
.る
河
川
は
希
®

‘に
特
に
多
い
.し
*
'
1
'
般
に
潮
汐
の
，干
滿
を
，自
蹯
し
な
い
地
中
海
隹
民
に
と
0'
て
ル
ー
リ
ポ
ス
の
潮
流
は
寄
^
 

fc
感
ぜ
ら
れ
た
に
相
違
な
い
.
o嘲
期
の
住
民
に
~あ
.
>つ
て
は
、
こ
れ
等
異
常
な
•る
自
然
現
象
は
迷
信
を
坐
む
だ
が
、
後
に
至
つ
て
は
科
孰 

的
硏
究
の
尉
象
と
さ
れ
炎
.0
同
時
に
ま
た
希
職
人
は
、
' 幾
多
の
都
市
國
家
が
夫
々
抑
異
な
つ
た
自
然
を
そ
が
領
域
^
に
包
含
し
て
居
る 

事
實
か
*ら
、
國
境
と
自
然
と
の
關
係
や
、
各
國
產
業
の
差
舞
，と
自
然
の
差
異
と
の
關
係
等
を
考
察
，す
る
に
至
づ
たo

(
T
o
z
e
r
,

 

op. 

a
r 

pp. 

9
.
4
2
.

參
照)

要
す
る
に
こ
れ
等
自
然
#
の
多
德
性
が
#
1®
人
、の
她
理
的
認
識
に
.對
す
る
欲
求
を
刺
戟
し
た
事
は
疑
ひ
の
#
地
が 

あ
る
ま
い
。 

.

-■'
 

. て
：.
.
'
.

....... 
.
.
.

.
.

. 

• 

... 

. 

....... 

こ
.
.
.
-
-
.
:
.
,
，

.
.

-.

, • , 
,

以
上
に
擧
ガ
た
諸
要
因
に
就
い
て
第
一
節
に
遞
ベ
た
國
々
の
場
合
を
考
.へ
.て
見
る
と
、先
づ
第
一
.に
海
.外
へ
.の
商
業
的
'進
出
は
、
フH 

ニ
キ
ア
を
除
き
他
の
國
>
.で
は
餘
り
.行
は
れ
な
か
つ
た
。
メ
‘ゾ
ボ
タ
'ミ
デ
を
相
次
い
で
領
有
し
た
バ
ビ
.ロ

T
r
^
r
ッ
シ
.リ
ア
•新
バ
ビ 

.口一一 
ア
•ベ
ル
シ
千
も
埃
及
も
共
に
國
內
に
«
稿
な
平
野
を
持
つ
農
業
國
で
あ
り
、
ぞ
の
他
諸
種
の「

事
情
に
依
つ
て
商
索
殊
に
海
外
質
易
.
. 

は
重
要
視
さ
れ
な
加
ク
た
ら
し
い
。
加
ふ
る
，に
メ
，ソ
ポ
タ
ミ
.ア
‘の
諸
國
は
地
中
海
岸
か
ら
遠
.い
そ
の
位
置
の
'爲
め
に
、

一
曆
也
中
海
上 

に
雄
飛
す
る
こ
と
は
困
難
で
'あ
る
し
、
'殊
に
べi

シ
ャ
人
は
高
原
の
居
住
民
で〗

兀
來
商
業
的
國
民
で
は
な
か
つ
た
。
從
つ
，て
こ
れ
等
0 

國
々
も
搜
及
も
、
、地
中
海
上
の
質
凝
は
外
國
人
殊
に
フ
ヱ
一
一
キ
.ア
人
及
び
希
職
人
の
手
を
通
じ
て
行
ふ
こ
と
ゝ
な
づ
た
-の
で
あ
る
。
®
 

村

-#
太
郞
著
世
界
商
業
史
*
昭
和
四
や
版
、
一
三
四
卜一

三
九
頁
ニ
五
ニ
頁
參
照)
、
從
づ
て
こ
れ
等
の
國
々
は
„、
'
ぃ
づ
^
も
當
時
に

於
け
.る
强
國
で
■あ
り
乍
ら
、
海
外
の
事
情
に
就
い
て
知
る
と
こ
ろ
が
少
か
つ
た
。
第
1
1の
要
因
た
る
希
臘
人
の
科
學
的
精
神
に
就
い
て 

'
も
、
延
i
諸
國
及
び
埃
及
が
.極
め
て
十n

い
文
，北
'|
:
-
.持
ち
^
制
政
治
の
行
は
れ
た
國
々
で
.あ
：る
の
に
對
し
て
、
希
職
人
は
紀
元
前
ニ
、
〇
〇 

..〇
年
頃
か
ら
地
中
海
岸
へ
南
下
し
新
し
い
‘國
土
.を
開
發
し
つ〜

あ
つ
た
新
來
の
民
族
で
、
近
取
の
進
步
し
た
文
化
に
驚
を
持
つ
て
接 

ナ
令
と
共
に
そ
の
，吸
收
に
努
.め
.だ
事
は
.當
然
で
あ
つ
た
ら
ぅ
。
彼
等
は
近
取
諸
國
民
や
埃
及
人
と
異
つ
て
、
彼
等
の
接
し
だ
文
化
や
自 

然
を
淸
新
な
眼
を
以
つ
て
眺
め
た£

相
違
な
い
し
、
囊

的

拘

策

-の
微
弱
.さ
や
彼
篇
有
の
屋
々
義
的
政
治
組
織
の
.下
に
I

れ
、 

觅
に
海
外
發
展
に
依
つ
て
蓄
積
さ
れ
た
富
の
援
_
を
受
’け
て
、
自
由
.な
根
本
的
な
.觀
察
と
思
索
と
を
發
達
せ
し
め
た
の
で
办
ら
ぅ
0(

ヴ 

'ィ
ン
.デ
ル
.バ
ン
.ト
井
上
拆
治
譯
、.一

般
敕
擧
史
、
第
二
卷
、
昭
和
七
年
刊
、
六
五
丨
七
〇
M
參
照)

涅
第
三
の
要
因
た
る
希
臘
の
自 

:然
的
.條
件
に
於
け
も
多
樣
性
妨
明
か
に
他
.の
國
々
.に
見
ら
'れ
ぬ
と
こ
6
で
あ
‘つ
て
、
こ
れ
は
ま
た
希
11
1
の
科
學
興
隆
に
重
要
な
關
聯
を 

持
つ
た
.こ
と
が
想
^
さ

れ

る

。

地

.理

的

硏

兔

.の

出

.發

點

U-
地
域
的
差
與
，へ
の
注
目
で
あ
る
が
、
希
職
人
の
場
合
に
於
い
て
は
、
最
初
か 

ら
地
.域
的
差
異
に
注
目
す
.べ
き
崔
#
を
多
ぐ
與
へ
6>
:
れ
、
更
に
ま
た
學
問
的
實
際
的
要
求
に
依
つ
て
さ
ぅ
す
る
こ
と
を
耍
求
さ
れ
、
そ 

れ
が
爲
め
に
必
要
な
■
り
な
き
服
と
自
由
な
心
と
.を
働
か
せ
た
の
セ
あ
る
。

.

.

.

~

2

一
希
臘
時
代
の
地
理
學
者
、

■ 

. 

.

'\
ノ

'.
.,

、

希
職
が
地
中
海
及
び
黑
海
に
大
な
る
勢
力
を
占
•め
る
に
至
，つ
て
、
先
_

初
に
そQ

近

娶

化

地

f

近
い
小g

細
西
捧
の
イ
オ 

ニ
ア
-A
部
族
の
都
市
國
家
ミ
レ
ー
ト
ス
を
中
心
.と
し
て
壤
術
.が
.興
■
じ
裊
。
即
ち
祀
元
前
第
六
11
1
:紀
頃
か
ら
タ
レ
ス(

^
六
世
*3
^;
半 

頃〕

を
始
め
と
し
.て
、
ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス(

凡

六
1
〇
1
五

四

七

年

頃

〕

ア

ナ

汐.シ
乂
ネ
ス
.(

凡

五

八

五

丨

五

ニ

八

轵

嗔

〕

等
0
所
_ 

i
' 

'
r
代

及

：び、/
!
^
;
^
.

の
.西̂
に
'於

け
.る
地
，理.學
.

.

,

. 

.
'
S

H

s

T

l
 

i 】

,



.
、

古
代
及
び
中
世
の
西
、洋に
於
け
る
地
.理學

 

，
. 

三

四

(

一
一
八
ニ) 

イ
オ
一
一
.ア
權
派
が
現
れ
た
。
彼
等
は
初
期
の
希
職
哲
學
者
と
し
て
、
自
然
界
に
於
け
る
一
切
の
事
象
を
通
ず
る
統
一
的
原
理
即
ち
萬
物 

の
原
質
•宇
！
3
及
、び
大
地
の
坐
成
過
程
*そ
れ

等

の

運

動

や

形

，狀
•
等
を
考
统
し
た
0-
ま
た
イ
オ」

一
T.
學
派
ょ
b
少
し
後
に
同
檄
.な
問
.題 

を
硏
究
し
た
^
々
.忙
サ
モ
ス
の
ビ
A
夕
！ゴ
ラ
ス(

凡
五
八
ニ—

四
九
三
年
頃〕

エ
フ
工
-ソ
ス
の
へ
ラ
.ク
.レ
イ
ト
ヌ
•(

凡
五
四
四
1
四
八
四 

年
頃)

工
レ
ブ
の
バ
ル
-メ
n
テ
ス(

凡
五
四
0
.
1四
七
〇
年
頃)

等
が
あ
る
。
こ
の
時
代
は
紀
元
前
凡
四
五
〇
年
喷
ま
で
こ
の
他
に
も
多 

く
の
學
者
，が
こ
れ
等
の
問
題
を
硏
究
し：

た
.が
故
に
、
宇
宙
論
時
代
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
に
續
く
約
半
世
紀
間
は
哲
學
者
の
關
心
が
人 

間
界
に
向
，け
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
時
期
は
即
ち
デ
モ
ク
リ
ト
ス(

四
六
0
丨
三

，七

〇

华

)

ブ
：ラ
ト
シ(

四
一
一
七I
三
四
七
年〕

ア
リ
ス
ト
テ
'

.

.
 

-
 

.

.

.

.

V
- 

■
-.
ノ 

■
 

.

-.
■■.
 

.

.

レ
ス(

三
八
四
I
三
こ
一
一
年)

等
が
、
前
ニ
期
の
收
穫
わ
上
に
立
つ
て
學
陬
の
體
系
を
党
成
し
，た
時
代
で
あ
つ
て
*
ブ
ラ
ト
、

V

は
主
と
し 

て
そ
の「

テ
ィ
マ
.イ
オ
ス」

に
於
い
て
、
ア
リ
ス
'ト
テ
レ
ス
は
.そ
の「

天

採

論」「

氣

象

學」

そ

の

他

に

於

い

て

、

共

に

地

现

學

に

關

係

あ

る 

自
然
界
の
諸
問
題
を
柯
び
取
上
げ
た
。 

■.

ン

.

.

. 

. 

V 

\ 

■

地
理
學
を
以
つ
て
地
域
的
特
殊
性
の
把
握
闞
明
の
學
問
と
す
る
.立
場
か
ら
污
へ
ば
、
こ
れ
等
學
容
の
自
然
硏
究
は
明
か
に
地
现
斟
の 

範
圍
內
に
屬
さ
な
；

S
。

然
し
乍
ら
地
理
學
が
彼
等
の
自
然
哲
學
の
上
に
育
ま
れ
た
こ
.と
は
宕
ふ
ま
で
も
な
い
0
而
し
て
ま
た
希
職
に
.は 

こ
れ
と
全
く
異
な
つ
た
方
西
か
ら
地
理
學
の
樹
立
に
貴
献
レ
た1
群
の
學
者
が
あ
つ
た
o
即
ち
べ
'力
ダ
イ
オ
ス(

凡
五
五
0
丨
四
七
五
；
 

年
頃〕

へ
ロ
ド
ト
ス(

凡
四
八
四
|
四
ニ
五
年
頃〕

ツ
キ
ユ
デ
ィ
デ
.ス〈

四

七

ー

丨

四

〇

一
年

)

、ク

セ

ノ

フ

ォ

ン

(

凡

四

三

〇

丨

三

五

四

年 

頃〕

等
の
ロ
ゴ
グ
ラ
フ
ォ
ス
即
ち
傅
說
記
者
及
至
霞
皮
家
で
ぁ
.っ
て
、
彼
等
は
.諸
地
方
の
地
理
的
事
情
を
敍
述
す
る
こ
*.
に
陳
っ
て
ダ
池
，
 

理
的
知
識
の
普
及
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
-で
ぁ
0
た
と
共
に
、
_ゝ
後
世
.の
地
誌
的
硏
究
の
创
始
者
と
見
る
こ
.と
が
出
來
务
ァ
亂
述
の
哲

:®
者
達
が
先
驗
的
思
辯
に
賴
る
こ
と
が
多
か
つ
た
の
に
對
し
て
、
と
れ
等
の
入
々
は
自
身
の
見
聞
及
'び
傅
聞
を
戡
礎
と
し
セ
觀
述
を
行

つ
た
。
而
し
I

の
.ニ
つ
の
.方
向
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
激
學
者
•
天
文
學
者
にP

て
こ
の
時
代
の
最
も
売
成
し
た
地
理
學
f

ラ

ト
ス
テ
ネ
ス(

凡j

一
七
五
丄
九
五
$

に
於
い
す
合
體
し
た
と
袞
ひ
得
る
;0
そ
れ
ぼ
彼
.が
そ
の
著
書
に
於
い
て
地
球
，の
大
き
さ
の
测
宇

緯
度
經
度
線Q

設
定
•
世
界
地
圖Q

作
製
を
論
ず
含
共
に
、
慕
及
び
人
文
兩
方
酉
ゎ
た
つ
て
地
I

硏

窘

行

つ

て
居
る
か
ら 

で
t

o
 (Hettner, 
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•

,さ
て

こ

れ

等

多

數

の

學

者

が

未

到

の

知

識

領

域

忆

向

ク

て

開

拓

に

努

カ

し

た

成

果

は

如

柯

な

る

も

.
の

-で
.
あ

つ

た

か

：

先

づ

贺

學

激

達
 

の

取

上

げ

炎

問

題

の

ぅ

ち

特

に

地

理

學

に

關

係

の

.密
接

な

る

も

の

荤

を

選

ん

、で

、

こ

れ

を

窺

.
つ

て

^.
ょ

ぅ

。

I 

•先
つ

大

地

の

遲

に

就

い

て

は

、

旣

に

タ

レ

ス

が

球

形

說

翁

へ

.•
た

f
沄

は

れ

て

居

る

が

、
吾

々

の

確

實

に

知

る

限

り

に

於

い

て

、 

ヒ

ュ

タ

ゴ

ラ

ス

が

最

初

の

人

で

あ

つ

た

。然

名

に

ア

ナ

ク

>
'マン，

.
ド

ii
，

ス

.は大
地

が

か

な

り

の

厚

さ

I特
つ

た

圓

筒

形

を

な

す

と

考

，

 

ま

た

へ

ヵ

タ

ィ

オ

ス

タ

へ

ロ

ド

ト

ス

は

、

ホ

メ

ロ

ス

以

來

.の.傅
銃

5:
.守つ
て

»大
地

を

水

面

-に

圍

ま

れ

た

.(
1
1
肜

の

偏

平

體

で

あ

る

と

し

た

こ

れ

§

證

の

ぅ

ち

.蔻
說
は
紫
前
第
五
世
紀
以
後
の
大
部
分Q

學
者
に
S

ら
れ
る
こ
t

な
つ
た
が
、
す
べ
て
思
靜
的 

考

察

の

給

果

で

あ

、つ

て

、

ビ

•ュ•タ
ゴ
ラ
ス
の
場
合
も
球
形
は
最
も
完
成
せ
る
形
態
だ
と
い
ふ
现
由
，に
悲
い
た
。
吾
々
の
確
實
に
知
る
限 

り
で
.は
ハ
ァ
、
リ

ス

ト

テ

レ

ス

に

.至
つ
て
始
め
て
物
理
學
的
•
天
文
學
的
證
明
が
興
へ
ら
れ
た
の
で
‘あ
る
。
即
ち
犬
地
は
そ
の
中
心
の
引
力 

に
依
つ
‘て
あ
ら
ゆ
る
方
.

g

か
ら
宇
帘
の
物
質
i

引
し
た
結
f

し
て
坐
じ
た
が
故
や
そ
の
全
表
面
f
中
心
か
ら
等
距
離
を
な
す
.と 

い
ふ
說
明
と
、
月
食
.の
際
の
大
地
.の
投
影
が
圆
形
を
な
す
士
い
ふ
事
實
と
1
以
つ
そ
證
明
し
た
0
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,
地
球
の
大
き
さ
'に
就
い
て
は
ノ
ア
リ
ス
>.
テ
>
ス
が
地
球
の
周
圍
を
四
〇
0
、
〇
0.
0
ス
タ
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丑
七
•
五
米
と
す
れ
ば
六
三
、
〇
〇
〇
籽
、

1

六
八
米
と
す
れ
ば
六
七
ニ
〇
〇
籽〕

ア
ル
：キ
メ
f
K
'

(

凡U

八

七

丄
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一

 

一
ニ
年〕

は
彐
〇
〇
、 

O

0

0ス

タ

デ

ィ

ア

ハ

四

七

、
，ー
一
五
〇
籽

®
は
五
〇
、
四
〇
o
籽〕

と
計
箅
し
た
が
、
こ
れ
等
算
定
の
根
臉
は
不
明
で
あ
る
。H

ラ

ト

ス

‘
ー
ア
ネ 

ス

は

ニ

五0
、〇
0

0
ス
タ
デ
ィ
ア(

ニ
，說
で
ば
ニ
五
ニ
、
〇
〇
〇
ス
タ
デ
ィ
ア〕

と
評
算
し
た
。
こ
.れ
は
箅
宛
方
法
の
不
完
佥
さ
か
ら
見 

る
‘と
極
め
て
正
確
な
數
字
と
耷
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.。0

一
五
、〇
〇
〇
ス
ク
デ
ィ
I
と
す
れ
ば
，、
三
九
、
三
‘七
•五
軒
或
は
M
1一、
〇
0
ひ
籽
、

，
 

然
る
に
實
際
は
約
四
〇
、〇
〇
.〇
«)
彼
は
同
二
子
午
線
上
に
.あ
る
と
信
じ
た
ア
レ
.ク
サ
ン
.ド
1
ア
と
上
埃
及
の
シ
エ
‘ 

•
ナ
.(

今
B
の
ア
ッ
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シ
汰
ア
ン〕

と
で
太̂

の
高
度
を
測
宠
す
る
事
に
依
り
、
こ
の
ー
3

點

，の

緯

度

，
の

差

を

地

球

| 1
1

|

屑
の
五
〇
分
の
一
と
箅
定
し、

他
力
こ
の 

一
ー
地
點
間
の
距
離
を
隊
商
の
旅
行
日
数
か
ら
五
、
〇
〇
〇
.ス
タ
デ
ィ
.
7
と

し

て-
地

球

圓

周

を

箅

出

し

た

。

事

實

上

.
こ

の

コ

地

點

は

问

一 

子
午
線
上
に
な
か
つ
'た
.し
、
そ
.の
間
の
距
離
1
五
、〇
〇
〇
に
達
し
な
か
0
,た
.が
、
.エ
ラ
.ト
ス
テ
ネ
ス
の
こ
の
方
法
は
理
論
的
に
は
茈
し
. 

か
つ
た
の
で
あ
る
。C

I
b

s:., 

pp. 

1
6
S
7
2
,

ス
ワ
ン
テ
•
ア
ー
レ
ニ
ゥ
.ス
■著
寺
田
黄
彥
_
、

史

的

に

兑

，た

る

科

學

的

净

Tt
r
觀
の
變
遛
、

大
地
が
水
に
圍
ま
れ
た
扁
平
髑
乃
至
は
か
な
b
の
厚
さ
を
持
つ
圓
筒
形
で
あ
る
と
い
ふ
說
は
"
ホ
メ
故
ス
以
來
ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ

ス
や
へ
カ
タ
ィ
オ
ス
•
へ
ロ
ド
ト
ス
等
の
.唱
へ
た
と
こ
ろ
、で
あ
る
が
、
球
體
說
炉
多
數
を
占
め
る
に
從
つ
で
.、
人
間
の
棲
息
し
得
る
地
域

.

.

.

'•
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.>
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•
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オ
ィ
ク
メ
ネ
も
次
第
に
廣
い
も
の
に
.考
へ
6>
.れ
て
來
た
。
へ
カ
.タ
ィ
オ
又
0
地
圖
を
見
て
も
1
0
.中
に
大
地
を
取
圍
ん
で
流
れ
る
宜
大
.

な
河
オ
ケ
ア
ノ 

•ス
が
あ
り
、
大
地
は
地
中
海
を
中
•心
に
略
々
圓
形
に
描
か
れ
、
蓝
細
瓯
で
は
凡
そ
印
度
以
來
/>
ア
フ
.リ
カ
で
は
凡
そ
三
‘

 ■

分
.の1

1瑕
%-
、
記
載
さ
れ
で
な
い
部
分
が
あ
る
。
然
し
乍
ら
球
形
說
を
唱
へ
.た
ビ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
東
西
及
び
南
北
に
地
表
を
蔽
ふ
- 

づ
の
雜
潘
に
媒
つ
ズ
、
大
地
が
四
等
分
さ
れ
.て
居
る
と
し
た
。
希
®
A-
は
こ
の
一
つ
を
占
め
る
の
だ
が
、
他
の
三
つ
の
土
地
把
も
人
間 

.の
$

す
苓
こ
^
が

僧

じ

も

れ

，た;-
0
然
.し
で

れ

等

四

陸

地
0
入

間

は
-'
そ
.の
境
に
橫
は
る
海
洋
"0
爲
め
.に
互
ひ
に
往
來
し
#
な
.い
と
さ 

.

れ

た

。

こ
，れ

に

澍

し

て

，ア
リ

’ス
ト
テ
レX

は
、少
く
と
も
北
半
球
に
は
比
較
的
小
さ
な
海
洋
即
.ち
大
西
洋
が
あ
る
の
み
だ
か
ら
•、
そ
れ
を 

越
.え
.て
オ
イ
ク
メ
ネ
の
西
端
か
ら
東
端
へ
即
ち
西
班
牙
か
ら
印
度
へ
は
餘
り
遠
く
な
い
と
說
い
た
.°
ブ
フ
リ
力
は
赤
道
地
帶
か
ら
敗
把
.. 

南

べ

延

び

、

瓸

細

頭

と

藤

合

し

て

內

海

，ア

ラ

ビ

プ

海

を

抱

く

^
な

し

た0 

,
e
フ—

ス
テ
ネ
ス■の
頃
.に
は

、

旣

に

多

く

の

大

放

行

*-
大

航 

都

:0
結

果
^
し

て

旣

知‘の
：世
'#
が

著
^
く

擴

大

さ

れ

、
：：
彼

社

之

れ

，の
；測

定

を

も

試

み

^
程
で
あ
つ
た
。
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11, 
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M72-174, 

B
a
p

 II 〕

と
の
オ
イ
ク
メ
ネ
.に
關
す
.る
老
察
は
、
.後
の
地
理
學
に
と
つ
て
更
に
ブ
脉
重
要
な
問
題
の
考
察
を
含
む
で
居
たO

即
ち
大
降
分
劃
問 

，題
.と
氣
候
帶
設
定
(O
'
問
題
で
あ
る
。

ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
は
'世
界
を
ョ
1

.
ッ
パ
.遙

：細
.亜
の
.~:
大
陛
，に
4
け
た
と
推
定
さ
れ
る
0
こ
の
場 

:合

ョ

ロ

ブ
パ
と
は
現
在
0
ョ
ー
.ロ ■ 

r
'-
x
.に
露
西
.

S

を
加
，.へ
た
も
の
で
あ
八

.-
鹿
細
虛
..と
は
，ア
.
'フ'リ
カ
即
.ち
當
時
0
所
謂
リ
ビ
ア
を
#
 

め
た
も
の
で
あ
つ
て
、
'
£の
雨
者
、の
氣
候
の
差
異_

i

A
の
.知
識

に

於

い

て

前

者

杜

抵

溫

セ

あ

り

後

奪

ば

高

媪

で

あ

，つ
た
と
い

I
 

差
異
に
栽
：

S

て
分
け
ら
れ
た
も
の
と
鸾
へ
ら
れ
名
。
’今
日
行
は
る
\
が
如
く
3
大
陴
に
.分
，つ
方
法
も
行
は
れ
た
が
、
當
時
の
樹
威
者
は
’ 

大
部
分
ニ
分
法
を
汉
用
し
ク
ラ
フ
ト
ス
テ
ネ
ス
す
レ
三
分
法
を
排
し
て
ニ
分
法
に
據
つ
た
。
し
か
も
彼
は
明
確
に
氣
溫
の
差
異
を
以
つ 

て
こ
'
0汸
法
を
'«
々
观
摘
.と
な
.
4た
の
.：で
;?
>
る
0,
而 

で

あ

る

が

、
.
西

の

竟 

古
代
及
び
中*
の
西
.洋
に
.於
け
る
地
：理
學
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界
を「
ベ
：

」
フ
>

レ
ズ
の
柱」

に
'、
.
.東
の
'そ
れ
を
南
北
の
ニ
つ
の
河
に
定
め
'る
尨
.の
>'
:即
ち
11

分
法
に
依
る
時
は
コ
ー
ヵ
サ
ス
南
部
に
於
い 

て
黑
海
に
注
ぐ
.フ
ァ
シ
ス
が
兩
大
陛
の
境
撂
と
さ
れ
、
三
分
法
を
採
る
場
合
に
は
ナ
イ
ル
河
が
ア
フ
リ
.ヵ
.と
驵
細
}§を

分
つ
境
兆
と
さ 

れ
る
こ
と
が
初
期
に
行
は
れ
た
。
後
に
は
ス
エ

ズ

の

睦
峽
と
力
ス
.ビ

海

西

燁

が

用

ひ

ら

れ

た

こ
と
も
あ
か
、
M
に
タ
ナ
イ
ス
即
ち
現
往 

の
ド
シ
河
を
歐
55
の
境
^
と
し
て
用
ふ
場
合
も
あ
つ
た
。
へ
ヵ
タ
イ
オ
ス
も
こ
れ
に
據
つ
‘た
と
推
定
さ
れ
，る
。

M
に
エ
ラ
ス
ト
ネ
ス
は
、 

そ
.の
當
時
に
多
く
行
は
れ
尨
三
分
法
を
排
し
て11

分
法
に
傾
つ
た
が
、
そ
の
境
界
は
.地
中
海
及
び
タ
ゥ
か
ス
山
脈
即
ち
現
孜
の
逝
細
迎 

大

陸

-0
]
岳
地
帶
の
北
端
を
取
西
に
贯
く
丄
聯
の
山
脈
地
帶
に
定
め
ら
れ
，た
り(Tozelv.op. 

c
i
r

pp. 

6
7
-
00

, <100
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.參
照)

，

他
方
に
於
い
て
地
表
を
氣
溫
.の
差
に
從
つ
.て
.熱
帶•

溫
帶
•
.寒

帶

.の

最

帶

に

分

つ

こ
'と
は

、

旣
；
に
夙
.く
バ

■
ル
メ
ー
一

 
デ
ス
の
唱
ふ
る
と 

こ
ろ
で
.あ
つ
た
が
、
.彼
の
場
合
溫
帶
は
比
較
的
狹
い
地
.帶
に
限
ら
れ
、
熱
帶
は
實
際
の
二
倍
に
誰
々
と
す
る
廣
犬
さ
で
あ
つ
た
。
ア
リ 

ス
ト
ー
ア
.レ
ス
'も
こ
れ
に
從
つ
て
や
は
り
五
氣
溫
帶
を
分
廿
た
が
、
そ
の
限
界
が
如
制
に
設
け
ら
れ
た
か
判
然
と
し
な
v>
.
oし
か
も
彼
の 

愛
ロ
こ
の
在
地
帶
の
ぅ
ち
熱
帶
と
極
圈
七
は
、
夫
々
炎
熱
及
び
酷
寒
，の
爲
め
居
往
不
可
能
な
他
方
で
あ
.つ
て
.、
次
第
に
熱
帶
ア
フ
リ
ヵ
­

の
，
 

事情
が
判
明
す
る
に 
つ
れ
、 
ア
：リ
ス
.ト
テ
レ
ス
の
ご
の
說
は
非
難
を
蒙
る
に
至
つ
、た

々
a

p

. p. 

179-1

000, 

T
h
e

 u
p

h
y

 

o£ s
t

'Mabo, 

with an English translation b
y

 

f
f
i
. 

r 
J
o
nrt
>
.
f00
づ
a
w
. 

L
o
n
d
o
n
,
.
l

vo17. vol,X, 

no. 

3
6
1
丨3

.

參
既
ノ 
o 

以
上
•の
如
き
諸
問
題
の
硏
究
が
進
む
に
從
つ
て
、
!1
|
:界
地
圖
も
漸
次
に
改
#
さ
れ
つ
.、
.あ
つ
た
。
最
初
の
世
梂
地
圖
は
イ
オ
二
T
a 

派
の
ア
ナ
.キ
シ
マ
ン
ド
n.
ス
•に
依
つ
て
作
製
ざ
れ
た
と
沄
は
れ
、
.{

力
.タ
イ
..オ
ス
の
地
圖
も
そ
れ
に
從
つ
た
も
の
と
さ
れ
て「

居
る
が
r
, 

そ
れ
•
.は
前
述
の
加
く
極
め
て
不
完
全
'で
あ
つ
た
。
.當
時
の
旣
知
世
界
の
■狹
さ
か
ら
考
へ
れ
ば
こ
れ
.は
當
然
の
.結
果
で
.あ
つ
て
、
む
し
ろ

I

I

!

ど
れ
等
學
者
の
業
績
は
高
く
評
價
さ
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
そ
の
後
世
界
各
地
の
事
愦
が
漸
次
判
明
す
る
に
從
ひ
、
初
期
の
地
圃
に
於
げ 

る

不

備

、が

補

足

さ

れ

た

が

、

殊

に

H

ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
に
至
つ
て
•
一
勝
科
學
的
な
：止
確
さ
を
附
與
す
る
努
力
が
行
は
れ
た
。
前
述
の
如 

.く

彼
が
地
球
の
大
き
さ
•
ォ
ィ
ク
メ
ネ
の
而
穣
•等
を
測
定
し
た
事
は
、
旣
‘に
_
著
な
於
善
を
可
能
な
ら
し
め
た
^
で
あ
る
が
、
M-
に
' 

■本
の
經
線
ど
七
本
の
■緯
線
を
設
定
.す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
，
地

圖

上

に

於

け

る

各
1
點
の
位
®
を
益
々
疋
確
に
記
_
す
^
こ
と
に
努
め
：た

::
$

^
教

書

_

1>
歡
隞
0:
地
齠
^
翁

^,
て
：
^

^
16
;
繁

« '
;
'測
^

-ま
.つ
.：て
.表
さ
れ
た
。
例
へ
..ば
7
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
通
過
す
る
；子
午
線
上
に
ロ
.1:
广
ス
.，
ビ
ザ
ン
.テ
ィ
ゥ
ム
；が
配
.置
さ
れ
、
メ
ッ
シ
ナ
海 

一峽
'が
マ
:#
■タ
島
と
略
々
同
緯
度
に
描
.か
れ
た
。
.ま
'た
.
'

H

ラ
‘ト
ス
テ
ネ
ス
の
.地

圖

に

於

レ
て
陸

土

が

不

渑則
な
楕

圓

尽に
表
さ
れ
た
こ
と 

、は
、

へ
力
夕「

ィ

オ

ス

'
の

圓

形

な

睦

土

に

比
し
て
、
稍
々
事
實
に
近
づ
‘い
：た

と

云

：ひ
.得
る
？
.
.こ
れ

は

果.し
.て
彼
：
の..功
續
に
歸
さ
芩
き
.か
. 

否
が
は
邾
然
と
し
'な
い
。
然
し
：い
づ
れ
に
し
て
も
斯
か
る
改
善
に
は
、
後
述
す
る
幾
多
の
旅
行
記
•
航
海
記
が
大
な
る
貢
献
を
な
し
た 

こ
と
.は
疑

ひ

が

：な

い

？
、

.

(Tczer, 

op. c
i
r

 

174-S, 

I
s
o
-
r

參

照) 

.、

.
斯
く
の
如
く
し
て
地
迦
學
建
設
の
事
業
が
逸
め
ら
れ
た
。.
而
し
て
.今
や
.そ

の

努

力

，
の

金

成

果

と

も

見

る

ベ

.き

.エ

ラ

ト

ス

テ

ネ

ス

，
の

地 

:ヾ:
#

:'
«

^

_
現

:^
だ

^

_

各:'
:
0^ :(

れ

等

學

者̂
著

嘗

散
;«
:0
翁

&

^
:;
:
'
'晋
^

事

は

出

來

な

5

が
.H

ラ

ト

ス

テ

ネ

ス

を

當

時
.，の
最

高

峯

と

し

、

そ
の

■以
前
の
硏
究
の
金
成
报
の
具
■
で
あ
る
と
し
て
も
恐
ら
く
賢 

で
は
あ
^
ま
，

S
。

而
し
て
彼
•に
至
各
ま
で
の
地
理
學
の
理
論
的
方
.面

の

.®
設
が
主
と
し
ズ
哲
學
者
•數%

者
•天
文

^

!

の
擔
當
で
あ
つ 

、た
の
.は
-
右
に
述
べ
た
と
こ
.ろ
‘で
も
明
か
で
あ
.る
.が
、
®

素̂
材
の
•蓄
積
を
檐
當
し
た
地
誌
的
硏
究
者
の
功
績
も
勿
論
極
め
て
大
き
いo 

.古
代
及
び
中
世
の
西
洋
に
於
け
&'
地
，理

舉

H
九

2

ー\

七

ソ



4

 

' 

■ 

\ 

.

.

杏
代
及
.び
中
世
の
西
洋
に
祭
■る
'地
理
礅
.

.
 

, 

四
0

(

ニ
ん
八
-

)

.

:

 

' 

- 

•

而
し
'て
こ
の
‘地
諸
的
研
究
は
:'
主
と
し
て
.へ、力
：タ
ィ

オ

そ

へ
.，».
ド
>
ス
•
等
の
ロ
ゴ
グ
ラ
ホ
ス
や
歷
史
家
、
或
は
多
く
の
旅
行
者
•樑
險 

者
に
依
0
て

行

は

れ

た

，
0
‘へ
ヵ
タ
.ィ
オ
ス
は
ミ
.レ

,1
'
ト
_ス
の
政
治
家
.で
'あ
‘
史
家
で
あ
る
が
、
te
'
r儿
前
.五
n
〇
年
頃
に
1世
界
地
認」

を 

著
し
た
。
と
.の
著
^
が
當
時
め
地
理
的
.知
識

を

多

量

に

蒐

集

，
配

.列
1
也
も
の
で
あ
る
こ
と
、及
び
當
時
，の
飩
知
世
猓
全
體
に
わ
た
つ
‘て 

秩
序
あ
る
敍
述
を
行
ク
て
居
る
七
と
か
‘
、
'彼
を

以

つ

て

地

理

學

，の
父
，と

稱

し

て

も

あ

な

が

ち

誤

り

で

は

な

か

，ら

ぅ

。

彼

は

ミ

レ

ー

ト 

‘ス
の
''市
民
で
あ
づ
た
が
、
‘同
市
は
紀
元
前
五
七
〇
年
頃
黑
海
及
び
地
^.
海
に
八
〇
も
植
民
地
|
,持
つ
て
居
た
。
し
.か
も
そ
の
植
民
地
は 

黑
海
沿
岸
や
地
中
海
相
部
の
マ
サ
リ
ア(

後
の
マ
.ル
セ
ー
ユ)

等
當
時
と
し
て
，は
故
も
遠
隔
な
地
方
に
わ
た
つ
て
居
-り
、
ぞ
れ
等
が
本
國 

と
頻
繁
に
交
通
す
，る
.|€
.
從

つ

て

、

當

然

そ

の

中

間

；の

.諸
她
方
.に
就
い
て
も
、
事
情
が
傅
へ
ら
れ
た
嵆
で
あ
る
、

c

彼
が
こ
れ
等
の
報
道
に

華
い
て「

世
界
地
誌」

を
書
い
た
.ら
じ
.い
、こ

と

は

、
同

書

运

け

る

記

述

が

植

民

地

c>
,設
镫
さ
れ
て
居
る
地
力
に
の
^
悉
し
い
と
い
ふ
事
.

'
‘

 

.

 

,

,

-

.

:■•
.
.

 

.

.

. 

.

.

.

.

實
>
ら
推
定
せ
'ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
單
に
地
中
海
沿
岸
地
方
の
み
に
血
ま
ら
ず
、.メ
デ
ィ
ア
、
ぺ
ル
シ
ャ
ラ
ビ
ア
等
に
及
ん
，で
f

 

o 

ィ
'オ
一
一
ア
の
ペ
.ル
.
'シ
ャ
.に
對
す
名
叛
亂
.の
際
に
、
地
理
的
•知
識
に
蕺
い
て
、
.傲
王
ア
リ
ス
タ
ぃ
ゴ
ラ
'ス

に

そ

の

無

餓

な

る

^

說

い

た

と

傅
 

へ
ら
れ
る
。
し
か
.も
そ
の
著
書
に
は
、
バ
ビ
ロ
-ン
そ
.の
他
0 ,
大
郤
取
に
就
い
て
金
く
記
述
が
な
5
'か
ら
、.
ヒ
の
方
领
へ
旅
行
し
た
こ
と
：
：.

... 

.
 

し

.

.

.

.

.

圓圓 

.

.

. 

圓

. 

• 

'.

は
な
い
.と
想
像
さ
れ
る
o (Tozer, op* 

d
r
7
0
f
4
.

參
照)
‘

.

‘

パ

.
 

•
.

-'
 

•
 

•
 

.
 

•
 

•
 

•
 

V 

.
 

•
:

へ
ロ
■ド
ト
ス
が
、
^
々
比
殘
さ
れ
た
最
初
の
®.
洋
史
書「

史
記」

の
■

と
、し
て
、
史
學
の
父
と
呼
ば
れ
る
こ
.ど
，は
周
.知
の
.：如

く

で

あ 

る
が
、
そ
ひ
地
理
學
に
對
し
て
の
貢
献
も
極
め
て
大
き
い
。
彼
の
書
は
極
め
て
多
量
の
地n

的
記
述
I

む

で

居

奪

干

.の

.地
理
學 

的
理
論
を
も
持
つ
て
居
る
。
彼
は
地
中
海
沿
岸
の
み
な
ら
ず
、
北
は
黑
海
北
岸
、
聚
は
メ
ソ
ボ
タ
，ミ
ァ
ま
で
旅
行
し
、
：：そ
0
見

«:
'
並
び

に
多
く
の
文
献
的
資
料
に
據
.0
て
各
地
の
自
然
と
共
に
住
^
に
就i

て
詳
細
な
記
述
^.
行
つ
て
居
り
、
そ
の
範
亂
は
へ
ふ
タ
ィ
オ
ズ
ょ
. 

り
も
遙
か
に
.廣
大
な
地
域
に
わ
た
づ
て
居
る
。
當
時
の
#

«
人
は
彼
に
依
つ
て
ゥ
ラ
ル
山
脈
の
金
や
印
度
の
豐
穰
を
を
知
る
こ
；^
が
出「

：

.

■

 

- 

■ 

: 

- 

- 

- 

- 

- 

ノ

, 

.

. 

- 

- 

. 

, 

... 

. ..I

來
た
。
然
し
乍
ら
彼
の
理
論
に
は
誤
れ
る
も
の
が
多
か
つ
た
。
例
へ
.
.ば

陴

及

，び
：
水
'^
配

置
.が
均

齊

な

る

こ

，
と

を

：固

執

^
る
0
,希
曝

ん

：
ら

べ

■
 

>
 

'
 

•
 

•‘
 

I 

4.
 

; 
■
 

: 

•
 

•
 

•
 

-
 

-
 

•
 

•
 

••
 
.
 

•
 

*.

.

.し
い
*
美

感
.が
先
驗
的
思
辨
を
誤
れ
•る
結
果
に
導
い
た
の
で
あ
ら
ぅ
が
、
こ
れ
に
依
つ
て
地
誌
敍
述
を
罾
し
い
：誤
_
に
陷
れ
て
居
る
場
ー
, 

合
が
起
こ
レ
。
'即

ちへ
：！

ド

ト
ス
は
地
中
海
を
隔
て
V
相
對
す
.る| 

{大
河
ィ
ス
テ
ル(

ダ
ー
一
ュ
1:
ブ〕

と
ナ
ィ
ルv

と
故
，
，

地

中

海

の

南

北

に
均
齊
の
と
れ
た
流
れ
を
な
す
と
斷
定
す
る
。
從
つ
て
未
知
の
ナ
ィ
ル
上
流
は
、
旣
知
の
ィ
ス
テ
ル
と
同
様
に
！
1が
ら
柬
ぺ
流
れ
る
と
：

• . 

- 

, 

.

. 

. 

. 

. 

. 

-

■:
, -

*

■

: 

‘
 

. 

. 
■'/-
■■■ 

- 

*

結
論
し
た
の
.で
あ
る
。
ま
た
ア
フ
リ
カ
砂
漠
の
オ
ア
シ
，ス
に
.就S

て
も
ノ
そ
れ
亦
砂
漠
上
に
旅
程
.十
日
の
距
離
を
以
つ
て
分
布
す
る
と

云
ふ 

o (Ibid., 

pp. 

75-97,

■參
照)

.

.ゾ 

ノ

.

.

.

.

.
';\

.

-

:■.
, 

.

.

.
■.‘'■.
_
 

一''
.
.
.
,
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.
. 

.

.

.

:•
_
;ソ-.
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'
:
.■-
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:
.
:■
•:
.
' 

.

.
ニ
.
.
：

 

V
.;■
■-
.■■■
-
.
.
':
■
■.
.
.
-
/.
, 

..... 

ぃ.
.

.

.
V 

...

フ

.

.

. 

. 

...- 

.

こ
れ
等
.初
期
の
地
誌
的
硏
究
の
不
備
を
補
填
し誤

！！

を
訂
正
す
る
上
に
最
も
力
.あ
つ
，た
も
の
は
、
當
時
に
於
け
る
交
易
の
發
展
及
び 

谶
多
.の
大
旅
行
及
び
璐
海
に
依
る
收
獲
で
あ
つ
た
。
今
こ
れ
等
大
旅
行
及
-び
航
海
の
主
^
る
も
0
.を
略
々
卬
代
順
に
列
擧
し
て
見
る
と
. 

.及
の
如
，く
で
あ
る
。
中
に
は
外
國
人
に
依
つ
て
行
は
れ
た
も
の
も
脅
ま
れ
る
が
、
そ
れ
等
は
希
fi
t
人
に
知
ら
れ
そ
の
紐
識
の
增
大
に
貢 

-献
し
た
限
り
に
於
い
て
、
希
臘
人
自
身
の
も
.の
と
同
じ
ぐ
重
要
な
意
_
を
持
つ
。
徂
し
こ
れ
等
の
收
權
扒
個
々
の
地
理
學
者
に
す
ベ
て 

知
ら
れ
た
と
限
ら
ぬ
じ
と
は
茇
ふ
ま
で
も
な
い
デ
■

,
> 

-

 

埃
及
王
ネ
=?
の
命
に
基
き
フ
ヱ
一
一
キ

T
人
に
侬
つ
て
行
は
れ
た
ア
フ
W
力
廻
航
。琅
服
り
に
て
出
^
後

ニ

氣

因

に

也

ヴ

海

ょ

り

歸

國

。 

.紀
元
前
六
0
〇
年
頃
®
べ
セ
ド
ト
ス
の「

史
記」

第
四
卷
に
記
錄
さ
る
。
但
し
そ
00
.眞
傷
に
就
い
て
价
疑
問
が
多
い
。(

/
1
0
2
6
3
:
, 

o
^
. 

d
r 

' 

古
代
及
^'
中
世
.の
西
洋
に
於
け
る
地
理
學
、

. 

卿1
/

へI

1
ル
九
ソ



古
代
及
び
中
世
.の
西
洋
に
於
け

る
地
理
學 

四
ニ 

(

ニ

九

0)

P
P
,

 9
9
:
1
0
1
.

參
服) 

' 

, 

,

■ 

.

.
し
.

.

-

.

.

•
' 

.

ベ
ル
シ

+
芏
ダ
リ
ゥ
ズ
一
世
の
.命
に
依
り
行
は
れ
た
航
海
0'
こ
れ
に
希
職
人
.カ
リ
ア
ン
グ
の
ス
キ
r
フ
ッ
ク
ス
參
抓
。
，ィ
ン
ド
ス
河 

よ
り
三
0
慨
月
を
費
し
て
紅
海
に
達
す
。
紀
元
前
五
〇
0
年
頃
。
こ
.れ
も
へa

ド

ト

ス

に

、
依

つ

て

記

錄

さ

れ

て

居

る

？

而

し

て

.
こ

れ

に 

就
い
て
.も
疑
問
が
あ
る
o .(Ibid., 

pp..1
0
1
,
1
0
2

•
參
照)

，

ゾ

ぺ
'ル
シ
ャW

ク

セ

•ル

タ

セ

ス
§

僧
侶
サ
タK

。へK

が
、
或
る
罪
に
依
？

死
禅
に
處
せ
ら
れ
るQ

を
赦
免
さ
れ
る
爲
め
に
行
つ
た

，
ア

フ

リ

カ

廻

航

の

企

圖

。

地
.^
海
よ
り
出
發
"
數
ケ
月
の
後
引
返
す
。
紀
元
前
第
五
世
祀
後
半
。
こ
れ
ま
た
へ
0
.ド
>'
ス

に

依

つ

て

傅
 

.へ
ら
れ
た
o
. 

 ̂

*

カ
ル
.タ
ゴ
よ
り
派
邊
さ
れ
た
ハ
ン
ノ
の
大
規
模
な
樑
險
隊
に
依
る
ア
フ
リ
カ
航
海
。
沿
岸
植
民
地
開
設
の
往
務
を
娥
ね
る
。
現
砣
の 

シ.H 

r
レ
オ
‘ネ
海
岸
へ
到
達
-？
四
七
〇
苹
頃
。
航
旅
記
の
希
職
嗎
ハ

.ン/ノ
週
航
記(

ペ
リ
ブ
ロ
•ス)

」

傅
は
る
。

更
に
商
大
西
洋
の
サ
ル
ガ

ッ
ソ
ー
海
に
到
達
し
た
ら
し
い
。
第
四
世
紀
の
ア
ヴ
ィ
ー

ヌ
ス
の
詩
.

.ora 

M
a
r
i
t
i
m
a

に
衣
つ
て
の
>
取
は

る
o 

. 

-
.

-
 

-
 

く

'

-

：

.
-
'
. 

.
.
.

 

■ 

V

 

: 

-
 

.

.

.
- 

i

希
職
の
將
軍
に
し
て
史
家
な
る
ク
セ
.ノ
プ
オ
ン
指
挪
の
下
.に
、

一
第
人

o'
ス
パ
ル
タ
軍
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、よ
.り
ア
ル
メ 
二
ア
山
沾
也 

方
の
險
阻
を
冑
し
て
黑
海
岸
に
達
し
た
退
却
。
四
0

1年
。
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
自
身
の
正
^

な
記
錄「

遠
征
記(

ア
ナ
バ
シ
ス〕

し
が
あ
る
。 

ア
レ
ク
サS

ド
ド
ス
大
.主
の
ベ
ル
.シ
ャ
遠
征
。
三
三
四
丨
三
ご
四
年
ゾ
同
行
し
た
學
背
達
ゃ
記
錄
は
そ
れ
自
體
が
傅
は
ら
ず
，
、

I

史
家
ア
リ
ア
ノ
ス(

凡

九

五

丨

一

八

年

)

の「

.ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
主
遠
征
史」

に
依
っ
て
傳
は
る
。

マ
ッ
サ
リ
ア
の
ビ
ュ
テK

ス
が
行

っ

た

北

呔

西

洋

樑

險

航

海

。

三

三

〇

年

_
。

現

在

の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
端
に
到
達
し
た
。
^

自 

身
の
記
錄
は

:^
佚
し
、
ポ
リ
ビ
☆
ス
そ
の
他
ビ

f
テ
ア
ス
を
攻
_
し
た
人
々
の
^
文
，に
斷
片
的
に
示
さ
れ
る
の
み
。
.

：■-
'
;

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
'ス
大

王

の

部

將ネ
ア
ル
.コ
ス
が
軍
隊
の
一
部
を
引
連
れ
て
、
イ

ン
ド
ス
河
口
-ょ
.り
テ
ィ
グ
リ
ス
H
.ユ
.
.
Vフ
ラ
テ
ス
. 

河
p.
に
歸

つ

た

航

海

。

三
ニ
五
年
o
.ア
リ
ア
ノ
ス
のr

印
度
誌」

を
通
じ
て
の
み
傅
は
る
。

• 

. 

•-■

:
セ

レ

ゥ、
n K

一
 
世

に

依

っ

て

：1
の
都
バ
ビ
ロ
ン
か
ら
ガ
ン
ヂ
ス
.河
畔
バ
タ
リ
プ
.
.
.
ト
ラ
な
る
.チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
1
ブ
タ
生
の
卞
に
遺 

さ
れ
た
外
交
使
節
メ
ガ
ス
テ
ネ
ス
の
旅
行
？ 1

1

九
〇
年
嗔
。h

リ
ア
.ノ
ス
の「

印
度
誌」

及
び
.ス
ト
ラ
ボ
ン
の「

地

屢

I

通
じ
て
？

傅
は
.る
。
、
.

.

•
: 

’ 

.

.

.

ぶ

.：

こ
れ
等
の
ぅ
ち
最
も
重
要
な
意
義
を
持
っ
も
の
.は
、1K

ふ
ま
.で
な
く
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
取
征
で
ぁ
ら
ぅ
。
そ
の
地
或
の
廣 

、
大

さ

に

於

い

て

そ
’の
期
間
の
長
さ
に
於.

S

て

比

類

な

く

，
•且

っ

ま

彥

數

の

學

富

同

行

し

て

疋

確
な
.羅

を

作

動

め

.た
が
故
：に
.：
'
,
.
• 

當

時

の

希

嚴

人

は

東

方

.
に

關

す

る

知

識

を

 
一
•擧
に
增
.大
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
ま
た
イ
ン
ダ
ス
河
以
東
Q

H,確

な

事

情

は
メ
“ヵ
ス
テ
ネ 

ス
に
依
っ
て
始
め
'て
傅
へ
ら
れ
、
大
西
洋
に
就
い
て
の
知
識
は
'ハ
ン
ノ
及
び
*ヒ
ュ
.テ
ア
乂

に

依

.
？

南

北

兩

方

向
に
擴
大
ざ
れ
.、

こ 

れ
等
の<

々
の
多
く
は
信
賴
す
る
に
f

有
能
者
で
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
は
史
家
と
丄
て
著
名
で
ぁ
り
-
ビ」

テ
ア
ス
は
天
文
學
款

f

 

ぁ
っ
た
。
後
者
や
測
定
し
た
メ
ッ
す
リ
T Q

緯
度
は
、
近
代
.の
精
密
.な
測
定Q.

結
果
t
殆
ど一

致
す
る
し
、
大
西
洋
方
面
の
各
所
に
於 

い
て
赢
度
を
測
定
し
て
、
•そ
の
航
海
記
.に
科

學

的

正

確

さ

、
を

附

興

し

た

0べ
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
^

そ

の

緯

線

設f

當
っ
て
、
ピ

,

テ 

古
代
及
び
中
世
S

洋
忙
於
け
る
地

理

學
. 

'
、

：

. 

• 

§

 

(

ニ



杏

代

及

び

中

歡

め

西

洋

に

於

け

.る
呲
.理

學

‘ 

> 

.
.

 

,
岡

跡

.、
ニ

L
1
D

 

'アK.
が
、

S 

-

■ト
ラ
シ
ド
群
島
最
北
端
北
緯
六
一
度
以
北
を
以
クV

北
極
®
と

し

た

說

に

從

つ

た

。

彼

等

の

多

く

は

ま

た

-
單

に

自

然 

韻

象

に

就Vi
.で
'-
0
み

な

ら

ず.、
諸

種

•の
社#
現

象

に

就

い

て0'
欽

述

も

忘

れ

な

か

づ

た

。

rr
く
し
て
こ
，れ
等
の
人
々
.の
中

C
は
地
sl
i

 ̂

者

.と

稱

さ

れ

.

.
て

ょ

い

人

々

‘が
あ
つ
た
の
’で
、あ
る
。
然
し
乍
ら
と
れ
等
遠
隔
地
方
.に
於

げ

：る

見

聞

の

異

常

ざ

は

、

往

々

に

し

'て

他

の

池

理 

學
者
を
し
て
さ
え
.そ
の
眞
僞
を
疑
は
し
め
た
？
ヒ
ュ
テ
ア
K
.CO
如
き
は
現
代
に
於
け
る
地
现
擧
的
及
び
尊
古
學
的
硏
究
の
I
艰
と
し
.て
.
• 

昔
ポ
リ
1>
ゥ
ス
及
び
ス
ト
ラ
ボ
ン
等
か
ら
與
へ
ら
れ
た
不
名
#
を

取

返

し

たの
‘で
あ

るo (
T
§

r

へ
0
P
. 

a
r 

p

 

‘1.53.164*

參
J
 

.斯

く

し

て

希

職

に

於

け

る

地

理

研

究

の

素

材

.は
益
々
豐
富
に
蓄
積
さ
れ
、
迦
論
方
面
.の
迆
步
と
相
伴
.つ
.て
地
，现
學
の
著
し
き
成
長
を 

裔
し
た
。
地
理
.硏
究Q

■理
論
と
地
誌
硏
究
と
は
相
互
に
補
足
し
合
ひ
援
助
し
合
つ
た
。
署

れ

基

論

Q

下
に
誤
ま
れ
る
鍵
が
坐
ま 

れ
る
.こ
.と
は
、
1

0
へ
ロ
ド
ト
ス
の
例
に
f

れ
る
が
、
.
}
^
し
.

s
g
.

論
は
實
際q

直

接

的

麗q

不

備

を

補

芒

5

し
い
地
誌
に 

.到
達
ざ
.せ

今

例

へ

，
ば

ナ

ィ

ル

河

，

<0
'
規
則
正
し
い
氾
濫
は
、
古
代
に
於
け
る
最
.大
•の
謎
の
一
つ
で
あ

.つ
た
が
、
タ
レ
ス
，は
と
れ
に
對
し 

て

纖

•
小
迎
細
娶
面
か
•ら
の
風
の
爲
め
に
海
へ
の
流
出
が
阻
ま
れ
る
の
だ
と
ぃ
ふ
誠
明
:̂
1與
へ
、
そ
の
後
の
諸
家
も
種
々
の
讓
說
を 

出
七
た
が
、
.ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
及
び
、エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
に
.至
.
.つて
.始
め
.て
芒
い
說
明
ガ
與
へ
ら
れ
、
事
實
は
そQ

後
に
ト
，流
か
ら
の 

報
道
に
依
つ
て
確
か
め
ら
れ
た
の
；で
あ
つ
た
。(Ibid., 

pp
： 

62-S
:

'參
照
}
然
し
乍
ら
こ
の
時
代
の
地
理
學
が
如
，何
に
逸
歩
し
た
と 

は

云

へ

..、

ま

だ

多

數

の

不

備

や

售

を

蔵

す

み

こ

•と
はM

ふ
ま
で
も
な
いp 

2
I
Q

方
.固
で
は
.そ
の
硏
突
の
及
ば
ざ
る
範
圍
が
極
め
で 

廣

か

つ

た

し

、

理

論

の

方

面

‘で

は

地

理

學

の

硏

究

對

象

が

規

定

さ

れ

ず

、

從

つ

て

異

常

£

て
人
の.法

意

を

惹

真

ぃ

地

震

.
火
|1
1
:
-
爾

. 

^
•
•
#
の

考

察

は

行

は-^
た

が

、
地

形

の

如

き

は

，餘

り

地

理

^
者
の
關
心
を
惹
か
な
か
.っ
た
0
し

か

も

希

臌

に

と

っ

¥
は
氣
赞
へ
の
.

影
響
そ
の
他
顯
著
な
る
役
割
を
演
じ
て
居
る
こ
と
は
明
か
で
あ
.る
。

.
西
洋
地
理
學
ほ
.、
希
臘
が
地
中
海
上
に
、一-大
勢
力
を
確
立
し
た
第
六
世
紀
頃
か
ら
、
羅
馬
に
依
つ
で
.征
服
さ
れ
名
紀
冗
前一.

阁
六
年 

ま
で
.の
間
に
、
希
臟
人
0
努
カ
の
下
に
成
立
し
卫
つ
着
々
.
.と
進
歩
を
遂
げ
た
.'
0
,
'
希

臘

人

卢

と

つ

て

暗

黑

な

未

知

世

界

が

、
：，.
か

な

り

廣

い 

.地
域

に

わ

た

つ

て

明

、る

い

光

の

下

に

服

し

出

；
れ

た

。

’11
|
:界
地
圖
が
§
知
め
世
界
に
關
す
る
限
り
か
な
り
の
科
學
的
茈
確
さ
‘を
以
つ
て
. 

作
裝
さ
れ
.た
。
地
誌
'的
硏
突
名
_领
論
的
硏
究
も
著
し
い
進
歩
を
遂
げ
た
タ
最
初
イ
オ
'ニ
7
に
起
こ
り
、
最
後
に
は
へ
レ

ネ

ス

夂

“

の

中 

心
地
取
时
文
.化
の
合
流
點
た
る
ア
レ
ク
サ
ン
广
リ
ア
で
、
偉
大
な
る
地
理
學
容
ラ
フ
、ト
ス
テ
ネ
ス
を
生
ん
^

.0
而
し
て
自
然
地
理
的
硏 

.̂
.

の
發
激
と
共
に
、
人
文
地
现
學
又
類
撕
理
學
•動
植
物
地
理
學
の
舫
萍
も
、
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
•
へ
ti
ド
ト
ス
•ビ
.ル~テ【

ハ
‘ス
‘ 
メ
ガ
ス
テ 

ネ
ス
、
そ
ひ
，他
の
地
誌
的
硏
究
や
ア
リ
ズ
ト
テ
レ
ス
0,
-1
政
治
學
し
等
に
、-ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス(

四
六
〇
丨
三
七
七
年
頃)

0
醫
，學
的
研
究
- 

:或
拟
テ
_
々
豫
ズ
-^
^
^
;
|
爲
穴
^
頃

:1

も
ま
だ
、
，ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
rf e

治
學
.L
-
や
工
フ
ォ
ロ

ス(

第
四
佌
紀
前
半)

の
史
書
、
或
は
ヒ
，ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の「

空
氣
*水
及
び
場
所 

に
就
い
て
し
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
‘

(

I
B:
d
.
, 

pp. 

2
0v?
2*o
7
.バ
イ
ン
リ
，ッ
ヒ
.•
タ
ノ
ー
、
石
川
•別
府
共
譯
*「

マ
ル
ク
ス
"の
歷
史
社
舍 

並
に
國
家
理
論」

上
卷
、
昭
和
九
年
、
四
三
丨
四
六
貢
、參
照)

一

. 

'
.*
.

.- 

:

^
通
ー
_

::
1

;-
;

.

.羅
馬
時
代
へ
紀.一
兀
前
、
一
.rt
六

丨

後

四

七

六¥)

の

攀

に

於

け

る

她

蒙

は

、
希
«
時

代

の

そ

れ

に

對

し

て

餘

，り
：著

し

い

特

色

を

持

た

-
 

••.'
♦ 

- 

.

.

. 

-
 

■
 

-
 

■
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-
 
V 

■
 

/ 

■

な

い

。

そ
-:
©
後

半

即

ち

ブ

，
ト

レ

マ

イ

オ

.ス
が
そ
の
大
著
を
著
し
た〕

五o

年
顷
を
境
と
I
て>;

の

以
後
の
‘地
理
學
は
、
‘當
時
の
不
安
に 

古
代
及
び
中
世
の
西
洋
に
於
け
る
地
理
學 

ぐ

，

四

五

(
一
1

九
5



古

代

及

.び
中
世
の
西
洋
に
於
け
を
地
理
學

 

、

.

四

六

(

一

一

会

)

滿
ち
た
社
會
狀
態
舂
景

と
し
て
、
.退
步
.
2
'途
I

つ
，

從
つ
て
地
理
學
，史
走

於
け

る
羅
I

代
.は
、'
菌
的
也
代
的
色
彩
を 

，'持
つ
前
半
約
一
ー
一
〇

0
年
間
と
-
$

的
色
彩
の
濃
厚
な
後
1

三0
Q

年
間
と
を
&
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
，換
言
す
れ
ば
こ
の
前
半三
 

o
〇
年
間
は
、
ス
ト
ラ
ボ
シ
'へ
フ
ト
レ
マ
ィ
オ
ス
を
最
高
條
と
す
る
、希
職
地
理
學
CD
.繼
承
•
大
成
の
時
期
で
あ
り
、
後
半三
〇
〇
4r
-
m 

は
近
づ
き
つ
ふ
ぁ
る
中
世
を
前
觸
れ
す
る
時
期
斤
ぁ
り
、
先
人
偉
業
の
忘
却
と
低
俗
地
_

橫
行
の
時
期
で
ぁ
つ
た
。
從
つ
て
地
理學 

史
に
於
い
バ
は
前
者
を
古
代
と
し
、馨
を

中

，世
S

さ
し
め
る
の
が
書
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
乍
ら
そ
れ
に
も
拘
ち
ず
、
こ
の
苇 

_

期

: 1
識
_
は
■
疆

■
邊
少
0-
論
色
_
栽

'て

-:
«
;希
職
時
«

礙
_
勝
1

趟
^
擧
 ̂

:

，然

ら

ば

こ

の

物

色

は

如

何

な

.る

點

に

見

出

さ

れ

る

か

。
，
.
先

づ

第

一

に

羅

馬

時

代

前

半

の

地

麗

は
、
希
職
時
代
0.
そ
れ
を
繼
承
し
發 

展
さ
せ
た
け
れ
.f

、
そ
こ
に
は
楚

S

Q
兆
候
が
現
S

Q

S
つ

た

。

，そ

れ

は
こQ

時

代

，
の

地

人
？

に
獨 

ま
れ
て
居
た
や
ぅ
に
思
は
れ
る
程
、
羅
馬
人
自
體
の
業
績
が
芝
し
い
こ
と
か
ら
も
窺
は
れ
る
。
希
臘
興
亡
臾
I

し
た
ポ
1

ビ
才 

.ス(

凡
ニ
〇
四
I 
一
 

ニ
ニ
年
頃
}
を
始
め
と
し
て
天
文
學
者
ヒ
'ッ

パ
ルn 

K
(

凡
一
九
〇
丄

ニ

五

年

頃)

哲
學
者
A

物
學
紫
ボ
セ

ィ

ド 

ニ
オ
ス(

凡

一

三
五—

五
〇
带
頃〕

す

r

v
ア
海(

印
度
洋)
に
就
い
て
の
硏
究
を
著
し
た
ク
ニ
.ド
スQ

ア
ガ
タ
ル
キ
デ
ス(

儿

j

七 

〇
丨一

〇
〇
年
3

紅
海
週
航
記
の
犖
敦.

H

フ
エ
ソ
ス
の
ア
ル
テ
ミ
ド
.ロ 

 ̂( 
一
 

ポ

ン
ぺ

ィ

ゥ

スの
遠
征
に
轉
し
た
テ
オ 

ブ
.ァ
ネ
ズ(

前
六
三
年
頃)

ス
ト
ラy

ン(

凡
六
三—

後

■一
 

九
年
頃)

.ハ
ド
リ
ア
ヌK

皇
帝-

Q

下
に
カ
ツ
パ
.
.ド
キ

ア

•知

事

た

り

し

史

家

ア

リ

ア
ノ
ス(

凡
紀
元
後
九
〒
一
八Q

年)

ブ
ト
レ
7

オK

と
略

高

時

代

の

天

豪

萝

ィ

.ル

Q
.

 

了

 

ノ

灸

紫

不

詳)

ブ
ト
レ
：

マプ
 

オ
；ス(

紀

ー

兀

後

一

五
〇
年

頃)

等
、
當
時
の
地
理
學
に
重
要
1
貢
献
を
な
し
た
人
々
が
す
べ
て
希
職
人
で
ぁ
っ
た
。
：羅
筹
人
の
裏
の
重

要
漆
る
も
の
と
し
て
は
*g

,

な
遠
征
記
を
著
し
た
ユ
リ
.ウ
.
.ス。
.ヶ
丨

ザ

：
ル
：

〈

前

.ー
〇
〇
丨
四
四
年)

羅
馬
帝
國
地
圖
を
製
作
し
た
將
軍 

ア
グ
リ
ッ
ハ(

凡
六I 

T
 一
二
年)

ボ
ン
。ホ
‘
1
1
ウ
ス
*
メ
ラ(

後
五
〇
年
頃
}ブ
リ
ニ
ウ
ス(

後
一
一
〒
七
九毒

)
：：「

ザ
.ル
：マ
：

11:

ア
誌」

を
:#
い
，
 

た
史
家
タ
キ
ト
ス(

凡
五
五
I

 

一
 

一
0
华

頃)

を

擧

げ

得

る

の

み

：
で
ぁ
^
,°
し

か

も

前

ニ

者

は

地

理

ぎ

者

.<
!
:5

こ
と
ま
出
來
ず
、

/
ラ 

•i
ブ
リ
.ja
ウ
ス
は
極
め
て
凡
席
な
る
學
蕃
で
ぁ
っ
，た
。

•

■. 

:

,■
■
、

r
u
.の
は
ロ
ー
マ
人
の
實
用
主
義
が
當
時
の
地
理
學
に
も
現
れ
た
£\
と
で
ぁ
っ
た
。
こ
.れ
は

當

時

：の

希

臘

人

池

理

.學
者

.に
冬 

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
ぁ
っ
て
、
例

へ
ば
.マ
リ

ノ

ス

を

，エ

ラト

ス
テ
ネ
ス
と
此
較
す
る
と
、
後
容
が
地
-球
の
へ
大
窘

Q

麗
の
如
き
根
本 

問
題
め
解
- ^
に
贺
切

法

^
反

ん

.-
"
前
者
ボ
測
顧
蕾
咖
部
め
正
確
さ
を
檢
加
せ
し
め
る
事
だ
け
.に
：努
力
^
て
、
斯
か
る
根
本
問
題
そ

餘
り
重
要
視
し
な
か
っ
た
。
ま
たH

ラ

ト

ス

テ

ネ

ス

以

來

、
、

ッ
，パ

ル

n

ス*

ス
ノ
ト
，ラ
ボ
.
ン•
マ
リ
ノ
ス
•
ブ
ト
レ
V

ィ
ォ
ス
等
の
努
力 

.に_
c
v

て
、
か
な
りQ

科
學
的
精
密
i

持
っ
た
地
圖
が
作
製
さ
れ
た
.に
拘
ら
ず
、
ア
ウ
グ
ス
ッ
ス
時
代
に
將
軍
ア
グ
リ
ッ
•ハ
5

:
各 

i地
間S.

里

程

を

記

入

し

陸

地

の

.形

を

嚣

の

§

に
應
じ
て
便
宜
に
雪
た
地
圖
を
作
製
し
た
。
携
帶
用
の
地
圖
な
ら
ばf

ラ
 

れ
は
壁
褂
用
の
も
の
で
横I

一
 
.一
 
吹
高
さ. 一.

呎
の
大
き
さ
だ
っ
た
ら
し
いo

(
E
.

 

Raisz, 

G
e
l
l

 

0

^

0

1

1

. 

I

I

.

.

1
9
3
S
V

 

y

J

.參
照)

. 

-
'
.

次
に
第
三
の
特
色
は
當
時
の
地
理
硏
究
，の
.内
尊
に
關
す
る
も
の
で
、
希
職
時
代
と
同
様
地
理
的
知
識
§

し
い
搠
大
が
見
ら
れ
た 

•力

，特
に
；n
r--
»
に
就
い
.て

は

妒

め

、て

直

接

の

見

聞

に

依

る

知

識

が

製

富

に

獲

得

さ

れ

た

と

い

|>
こ
と
で
ぁ
-^
0
こ

れ

と

同

^
-
こ
ま
た 

自
然
環
'1
1
の
舊
篇
に
著
し
く
增
加
し
た
と
と
食
意
せ
ね
ば
な

.ら
ぬ
0
希
職
人
が
多
數
€>
■'都

市

圏

.を
作
り
乍
ら
も
文
化
的
に

古
代
及
び
中
世
の
西
洋
に
於
け
る
地
理
學 

.
< 

. 

r
a
-
b 
.

(

一
 

一

九
五)

\



.
t:
\

^̂
代
.及

t̂
>
中
世
の
■西
洋
KI
於
-け
.
sM-
3a
'
,̂
• 
ノ
：
 

- 

. 

.

.

. 

i 

.

II
' 

. 

.
"
2
l
‘
^

、
.
Y

綫

一

さ

れ

、
必
要
な
場
合
に
は
す
べ
.て
が〕

致
圑
結
し
て
居
た
の
に
對
し
.て
、‘
羅
馬
は
一
犬
带
國
に
膨
張
し
そ
の
國
土
^
に
多
數
の 

民

族

•を

抱

擁

す

る
こ
と
、
な
つ
た
。
從
つV

•で
れ

等

の

諸

民

族

の

統

.
一

を
は
か
る
と
と
は
當
然
に
最
も
重
要
な
屋
と
な
つ
た
。
自
然 

の
觀
察
ゃ
理

論

蓋

：

Q

考

究

ょ

諸

地

方

に

於

け

る

人

間

秦

S

異
备
察
し
說
明
す

K
f螯

が
、
自
然
徵
境
論 

ぺ
の
、關
‘心
と
苁
つ
て
現
れ
た
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。

こ
の
.時
代
の
地
理
學
者
の
業
續
を
ー
瞥
す
る
と
、
先
づ
經
緯
線
の
-謹

企

#
地
圖
の
免
成
へ
向
つ
て
の
ヒ
ッ
バ
ル
コ
ス
•
マ
リ
ノ
ス
• 

ブ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
努
カ
を
擧
げ
ね
ば
尨
ら
办
。
ヒ
ッ
バ
ル
コ
ス
.は
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
め
算
定
し
た
，地
球
圆
周 
一！

五
〇
、
〇
0
〇
ス
タ 

デ
ィ
ア
を
三
六
〇
度
杧
等
分
乇(

針
箅
の
便
{且
の
爲
め
被
除
數
に
ニ
、
〇
0
〇
加
»:)

七
〇
0
ス
タ
デ
ィ
ア
を
ー
度
と
し
、埃
及
の
メ
ロ
エ 

4
黑
海
の
ボ
リ
ュ
•ス
テ
ネ
ス(

ド
二
エ
_ス
.ト
ル)

河
ロ
と
を
通
る
子
午
線
上
ひ
赤
逾
=
北
極
間
に
こ
の
緯
線
を
引
い
た
。
こ
れ
で
ラ
フ
ト
­

ス 
テ
ネ
ス
の
設
定
し
た
間
隔
の 
不
補
則
な
緯
線
か
ら 1

#

進
ん
だ
の
で
ぁ
る
。
彼
は
こ
の
緯
線
間
の
地
帶
即
ち
一
度
の
地
帶
を
、
.氣
組 

に
京
い
て
の
一
地
帶
.と
考
へ
•て
こ
れ
を
ク
リ
マ
ー
タ
と
呼
ん
だ
が
、
後
に
氣
候

0
1ぎ
P茁
の
.語
源
に
な
つ
.た
。
彼
の
死
後
長
い
間
-

F
 

の

，仕

事

を

受

繼

ぐ

背

が

な

か

つ

た

が

、

約
一

1
:〇
〇
年
後
に
至
つ
て
始
め
て
マ
.リ
ノ
ス
が
こ
の
仕
奮
取
上
げ
-
惡

な

地g
|
Q

作
製
に 

努
力
し
た
。
然
し
乍
ら
マ
リ
ノ
ス
に
•至
る
ま
で
經
縛
線
は
常
に
蓝
線
を
以
つ
て
引
か
れ
て
居
たO

ブ
ト
レ
マ
イ
オX

は
地
球
々
而
を
表
. 

現
す
^
に
直
線
を
以
つ
て
す
名
こ
と
，の
.不
合
理
な
る
を
唱
ベ
て
、
曲
線
を
'以
つ

て

實

際

に

，近
.き
形
の
も
の
を
案
出
し
だ
。

,1
1
し
こ
の
也

B

度
と
し
て
一
八
〇
度
ま
で
表
さ
れ
て
居
る
。
彼
は
昔
が
ら
の
傅
銃k

從
つ
て
宰
福
島
を
〇
度
と
し
灰
の
だ
が
、
同
岛
か
ら
J

ま

で
の
距
離
を
_
定
し
5

て
■約
六
度
半
事
實
ょ
^
短

縮

さ

れ

た

。

換

言

す

れ

ば

地

调

上

に

は

陸

地

が

そ

れ

だ

け

實

際

ょ

り

も

西

へ

^

び 

た
。
又
ブ
ト
レ
マ
ィ
.オ
ス
は
、
.工
.ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
の
箅
出
し
た
地
球
制
周
を
排
し
て
、
ポ
セ
イ
ド
ニ
ウ
ス
の
不
正
確
な
數
字
に
從
つ 

^

。
.：划
ち
，.
J

A

P

O
O

P

ス
；ク
デ
ィ
ア
を
三
六
〇
度
に
等
分
し
た
爲
め
に
、'1

度
は
五〇

<
0

ス
タ
デ
'ィ
ア(

八
四
奸〕

と
な
つ
た
。(

實 

際
は
六
〇
〇
.ス
タ
デ
ィ
ア
、
一,〇
9

八
»')

こ
れ
等
議
僅
複

.の
結
果
は
、.
幸
蹣
島
か
ら
娶
へ
‘支
那
の
都セ

：？

N
+
•
先

装

一.,:

八
o
度(
事 

實
は. 一

三
’〇
度)

.と

.い
ふ
こ
と
に
な
.つ
た
。
反
面
に
於
い
て
西
廻
り
で
S

へ
達
す
：る
，距

離

が

五

〇

度

少

く

表

現

さ

れ

た

の

で

あ

る

6 

,
.加
ふ
る
に
こ
<6
地
圖
对
]1
1
»細
瓯
大
陸
來
端
の
海
岸
線
が
全
部一.

八
〇
度
以
取
に
I
る
も
の
と
し
、
M
に
.1

七
〇
度
表

J
:
A〇
度
：の
巾
的 

に
於
い
て
大
陸
が
南
方
へ
伸
び
出
し
*
赤
道
を
越
ぇ
て
か
ら
ア
フ
‘リ
カ
と
接
續
し
‘て
印
度
洋
を
o

と
し
て
抱
ハ
て
.：居
る

孟

^̂
^

居

4

.°
從
つ
て
西
廻
り
吏
那
へ
の
海
上
を
更
に
短
く
想
像
さ
せ
る
'-
0(

H
O
N
e
r
, 

op* 

c
i
r
s

, 

G
tn
^

3
3
9
-
3
4
6
.

參
联)

.
:
:
.

.次

.に
ス
の
時
代
忆
於
け
る
启
然
環
境
論
を
一
幣
し
て
見
る
.と
、
旣
に
希
職
時
代
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
希

.1
の
氣
晓
.が
%
1-
-
、

/> 

1

界

支

配

：を

可

：葡'^
し

街
_海

弗

は

潘

：の

摘

魘

が

：民
主
ー

&

る
傾
向
力
あ
る
と
述
べ
た
が
、
斯
く
の
如
きE

心
考
方
法
は
エ
フ
ォ
丨
ラ
ス
•ポ
リ
ビ
オ
ス
等
を
經
て
ス
ト
ラ
ボ
ン
に
：至
り
、地

輩

に

於 

い
て
重
要
な
.る
地
位
を
與
へ
ら
れ
た
。
即
ち
彼
は
斷
片
的
に
斯
か
I

管

行

つ

た

？

は
な
く
て
、
.そQ

.

大
著
に
於
け
る
地
誌
の
部 

、
分

全

體

に

わf

、

i

域Q

自

然

と

そ

Q

住

民Q

雷

I

並

行

的
.に
記

述

し

て

、

慕Q

人

間

篕

に

.及

ぼ

す

影

管

考

察

レ

た
 

，
の

で

あ

る

。

(
T
c
z
f
o
p
k
.
,

 p
p
‘ 

246.7
、

參

照〉

そ
.の
8

の

當

否

は

暫

く

措

く

と

し

て

、

自

然

環

境

論

が

地

理

學

硏

究

の

一

.
つ 

の
立
場
と
し
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
.に
法
目
す
る
必
要
が
あ
ら
ぅ
'
 

, 

\ 

,

.

.

.
,
_
.

及
び
冲
他
.
§
洋
柃
於
け
备
_

聲

へ

八

'着

' 

.

ベ
ー
一
I



古
代
及
、び
中
#

©
西
洋
に
於
け
§.地
理
.學
. 

五
o 

(

ニ

.九
八
，

)

-
, 

• 

' 

. 

-

,
羅
馬
帝
代
に
入
つ
て
廣
大
な
版
圖
が

'そ
め
茭
配
下
に
.置
か
れ
、
大
規
模
な
軍
用
道
路
を
以
づ
て
そ
の
隅
々
ま
で
聯
絡
が
と
ら
れ 

た
と
.と
は
"
建
國
以
來
行
は
れ
た
幾
多
の
外
征
と
共
.に
、
地
'理
的
知
識
め
增
大
に
貢
献
し
た
.こ
と
は
疑

.a
_
が
な
い
。
軍
用
道
路
は
地
中 

海

を

殆

ど

全

く'
1

周

す

る

の

み
：：

で
'^
く
、
北
は
プ
リ
タ
二
ア
來
は
メ
ソ
ボ
夕
ミ
ア
に
至
る
ま
で
全
版
圖
を
蔽
ひ
、

軍
隊
輸
送
を
回
滑
な 

、ら
ftめ

，.

て定貢谳すると共に、
商
人

•學
者

そ

の

他

，の

旅

行

を

便

な

ら

し

.め
た
こ
と
は
明
か
で
'あ
る
。'
,盘

間

の

跑

離

は' 

ー：̂

把
^
§
違
^

1

4
忙̂

呔

禺

餐

旃

設

时_
れ
4箪
人

：̂

;

^

_^:
1>
.;贫
道

路|

|

.̂1
1
1及
：び,
薩

が

流

紙

吝

れ

七

：歡

た

-0
ご
れ
''
-
*

，等
に
喉
る
地
理
的
知
識
の
擴
大
は
、
‘ス
ト
ラ
ボ
ン
‘と
ブ
ト
レ
マ
ィ
オ
.ス
0-
兩
地
圖
を
比
較
す
る
こ
ど
に
侬
つ
て
も
窺
ば
れ
る
。
こ
の
雨 

者
の
.間
に
は
約
一
.五
〇
年

の

經

過

が

あ

る

.が

 

>、と
.
.に
用
大
酒
洋
か
ら
バ
ル
ト
海
'へ
か
け
て
0
海
择
線
の
表
瑰
に
就
い
て
、
厕
者
の
間
に 

格
段
の
相
違
が
あ
る
。
然
し
乍
ら
ブ
.ト
レ
マ
ィ
.
.オ
ス
の
地
圖
に
も
ス
カ
ン
デ
，ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
は
全
く
現
さ
れ
て
居
及
い
。
'メ
ラ
が
始
め
て 

そ
れ
に
言
及
し1

つ
の
大
な
る
島
と
し
て
‘誤
信
し
て
居
る
に
拘
ら
ず
*
約

一

〇
〇
年
後
の
ブ
ト
レ
マ
ィ
オ
ス
•に
至
つ
て
も
こ
の
點
變
化 

f

、.
當
時
0
人
々
は
こ
'<
0
半
島
に
就
^
て
何
等
知
識
.を
持
た
な
咖
つ
_た
や
ぅ
で
.あ
る
。(

I
b
i
f
P
,

 

2
8
9
,
2
9
0

參
撕)

斯

く

の

如

き

： 

は
當
塒
の
地
现
學
に
於
け
る
’停
滞
を
物
語
る一

證
左
と
解
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
で
あ
ら
.ぅ
か
。

..

他
方
.ブ
.ト
レ
マ
イ
オ
ス
は
東
方
に
關
す
る
知
識
忆
於
い
て
も
-
ス
ト
ラ
ボ
ン
ょ
り
遙
か
に
進
ん
で
居
た
と
と
も
事
實
で
あ
る
。
力
ス 

ピ
，海
.は
そ
,CD
.昔
へ
ロ
ド
ト
ス
に
依
つ
て
內
海
と
さ
ル
て
§
た
の
を
、
ア
レ
ク
.サ
ン
ド
ロ
ス
‘大
王
の
.時
代
か
‘ら
北
方
海
上
へ
連
る
^
と
信
：
 

ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
が
ブ
ト
レ
.マ
ィ
オ
ス
に
依
つ
て
洱
び
內
海
と
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
ヴ
ォ
ル
ガ
河
の
存
在
を
始
め
て
紹 

介
し
た
の
も
彼
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
彼
は
セ
レK

パ
亥
那〕

へ
の
陸
上
質
易
路
を
記
述
し
、
_
路
か
ら
も
印
度
の
攻
方
で
シ
ナ
イ
S

那)

に
到
達
す
る
こ
冼
を
知
つ
て
居
た
パ
こ
れ
等
の
知
識
は
マ
ヶ
ド
ニ
ア
及
び
埃
及
の
商
人
か
ら
'得
ら
れ
炎
も
0
で
あ
る
。(

ゥ
ェ
.
•
バ

ル

ト

•^
:
谈

著
_

省

■

澈

謙;'
:
.
'
:
^
^
_

篇

-®
®
被
■
け
^
東

旗

研

讓

：分

艰

和

オ

隊

_
;:
-:
>み
1
1
^
 ̂

へ:

以
上
述
べ
•た
や
ぅ
に
ヒ
<D

,時
代
.に
著
しV

褙
加
し
た
滩
理
的
知
識
は
、
當
時
わ
學
者
姊
祀
，フ
ト
レ
マ
ィ
ォ
ス
.に
依
つ
て
そ
の
地
誌
の

.

.

. 

-
. 

.. 

.

. 

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

中

に

取

，入

れ

も

れ

た

。
彼

は

‘ス
ト
.ラ
ボ
ン
以
後
の
長
い
中
間
期
を
隔
て
、
現
れ
た
優
れ
た
學
者
で
あ
つ
て
、
天
文
學
に
關
.す
-る
著
書
は
. 

ア
ラ 

>
ア
人
.に
傳
社
り
、
地
理
嘗
は
十
五
世
紀
に
至
つ
て
復
活
す
る
ま
で
歐
洲
人
の
‘問
に
金
く
忘
れ
•ら

れ

，て

居

た

が

r

そ
の
^
は
十
七 

1

1

1

1

る
最
大
の
I

f

。
然
し
乍
ら
ス
ト
ラ
ポ
ン
農
く
先
人
の
硏
究
を
藍
し
て > 

幾
多
I

 

寧
者S

所
究
を
晋
々
k
.傅
へ

て

吳

仉

た

點

で

大

冶

な

功

續

が

あ

，る
。

彼

に

は

歷

史

に

關

す

る

著

書

も

あ

る

が

■そ
れ
は
散
佚
し
て
し
ま
：つ
' 

た

。

結

局

，
そ

，の

地

理

擧

者

と

：
し

て

の

，
最

大

の

價

値

は

、

-
rr
か
る
；
繃

籙

乃

至

集

成

：の
仕
事

.に

.見
出
さ
れ
，る
。
.し
か
も
.ス
ト
ラ
ボ
ン
の
仕
：事
：
 

は
、
#
數

9
素
材
の
間
に
嚴
密
な
取
捨
選
«
を
行
ひ
、
自
己
の
自
然
環
境
論
に
茲
い
、て
こ
れ
等
を
盤
理
し
關
聯
づ
け
た
點
に
於
い
て
* 

決
1
て
単
な
る
編
籙
で
.は
な
か
つ
た
o
、斯
く
し
て
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
，
.ス
ト
ラ
.ボ

ン

及

び

ブ

ト

レ

マ

ィ

オ

ス

の

三

人

は

,■
'
!&
代

に

於

け

る
 

地
理
學
の
最
»-
峰
で
あ
っ
た
'0
:

ぃ 

：

■ 

羅
馬
時
代
前
半
の
赌
期
は
ブ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
■と
同
時
代
の
人
パ
ゥ
ザ
ニ
ア
ス
2

六
〇
L
 j

八
〇
年
顷)

を
以
つ
て
終
る
。
彼
も
そ
の
'
.
, 

「

希
職
，蔑
內
F

に
於
い
て
她
誌
的
研
究
を
行
つ
炎
、が
、
實
用
的
見
地
に
出
づ
る
も
の
で
あ
っ
たo

唯
々
-地
形
に
對
し
て
從
來
の
學
者
に

.

.

. 

- 

-

'

 

.

.'
',
• 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

ニ.
.
.
.
'
.
.
.
.
,
.
.
.
. 

ノ. 

'
i
.

.

,

.

.

. 

'

見
ら
れ
な
か
つ
食
關
心
を
柳
つ
た
•こ
と
は
法
意
に
値
す
る
6
ま
た
メ
ラ
及
び
プ
リU

ゥ
ス
は
、
と

0
ニ
入
の
.み
が
ラ
テ
ン
語

1/
>
地

理

書
 

を

吾

々

，，に

淺

し

た

人

々

'で

あ

る

。

偷

者

は

そ

の

著u
e ch

o

,Ho
g
l
:
a
p
h
i
a

が

ラ

テ

シ

語

で

書

か

れ

、
た

*.
初
の
補
理
書
で
あ
る
點
に
於
い

.

古
也
'及
び
中
世
の
西
作
に
於
け
る
，‘地
现
轵
，

’

. 

ぐ

.

.

.

2L
一

(
1
1
.

九
九)

,



古
代
••气ひ
中
世
の
西
泎
に
於
け
.る
地
规
學 

，

.

，

2L
ニ 

(

一
. ニ
〇
Q)

. 

ズ
記
憶
さ
る
ぺ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
獄
洲
め
大
西
滗
爲
及
び
西
班
牙
に
激
い
て
の
知
識
が
當
時
と
し
て
最
も
新
し
が
つ
た
汰
外
に
は
* 

.

犬

部

分

黑

A
業
續
の
i
述
に
過
ぎ
な
か
つ
た
'..
0
免

た

ブ

リ

一

一

ゥ

ス

は

羅

馬

の

高

官

で

あ

り

乍

ら

篤

學

の

士

で

.あ
つ

た

が

-

そ

の

大

潜 

.「

博
.
#誌

の̂
ぅ
ち
驰
理
屬
に
關
す
る
部
分
は
、灘

-#
な
素
材
が
無
批
判
ヒ
诹
入
れ
ら
れ
粗
雜
な
敍
述
が
行
は
れ
て
居
る
0 
9

P

 

O
P
. 

■&
■
,§'
. 26

1
-
2
7
4
.

參
:M) 

.

， 

’ 

，

‘
^

n
'A
〇
-¥
頃
に
著
さ
れ
た
筆
象
不
詳
の「

H

リ
ト
レ
ア
海
週
航
記」

に
就
い
.て一

言
し
て
置
き
た
い
。
こ
れ
は
紅
海
北
部
の
、
、

M

 

オ
ス==

•ホ
ル
乇
ス
避
か
ら
出
發
丄
：て
>
ア
，フ
.リ
カ
海
岸
を
一
度
ザ
ン
ジ
バ
ー
ル
近
邊
ま
で
南
下
し
、引
返
し
て
ア
ラ
ビ
ア
及
び
。へ.ル
ン
ャ

■:

膚

通

#

^

_

_賺
,

_

1

_

1: 1
办
I

;l
a

: i
_

_

i :
:

_

 憂

ル

觀

_
 祖

へ
を
茁
確
靜
細
疋
敍
述
し
.て
居
る
。
從
つ
て
摘
人
に
依
る
商
人
の
爲
め
.の
案
内
書
と
推
定
さ
れ
る
？
.吾
々
は
こ
X
に
經
濟
地
理
的
關
、L'
Q 

:#
柱
し
.た
こ

と

を

認

め'#
る 

o (lb
#

ニ p. 27_4-2
ool

•
參

服)

•

.ゾ：：：：：

遷

霍

_

靡

洛

遲

難

摘

■

_

_

雇

1

_

漏

蘇

顏

在
で
あ
つ
た
こ
と
X
、
，
彼

及

び

そ.の
同
時
代
の
バ
ゥ
ザ
一
一
ア

.ス
か
ら
後
の
她
理
摩
が
* 

.
移
.行
期
に
見
ら
れ
る
特
に
著
し
い
新
舊
要
素
の 

並
#

^
示
さ
な
か
つ
た
こ
と
、
に
依
つ
て
、
か
な
り
明
由
で
^
る
や
ぅ
に
見
え
るo

パ
ゥ
ザ
二
ア

ス
加
ら
後
の
地
理
學

#
は
ソ
リ
ヌ
ス 

(

第

三

世

紀

>h, 
ロ
シ
ゥ
ス

(

第
.五
世
紀
初
頭

)

へ
ラ
’-ク

レ

ア

の

マ

.，
ル

キ

ア

ノ

，
ス

(
同

上
¥

い
づ
れ
も
地
理
學
の
分
跸
に
於
い
て
は
凡
®
な 

,
人
々
で
ぁ
0
た
0 J

u
f

 

S
p
l
i
m
i
s

は

q
o
u
e
a:
a

i Re
t
u
r
n

:s
s
o
^
b
i
%
m

、な

る

世

根

池

理

の

書

を

藩

し

た

巧

そ

の

大

部

八

^

プ

リ

-一'ゥ
ス
.や
メ
ラ
等
か
ら
そ
の
儘
に
•.取
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
し
、Historiae a

d
v
e

-NSTis p
a
g
a
n
o
s

な
る
世
振
史
を
著
し

た

p
§
£*
' 

O
r
o
s
i
u
s

も

障
書
中
に
示
し
た
地
理
的
知
識
は
颇
る
不
正
確
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ
の
.ニ
人
は
、
中
世
全
期
を
通
じ
て
大 

な
る
權
威
と
し
て
信
賴
さ
れ
、
地
理
學
の
み
な
ら
ず
他
の
分
野
に
於
，W
-T
も

多

數

：
の
.
學

者

に

依
つ
て
則
用
さ
れ
た
d

芦

p
p
'
l
.
; 

o\
0
.希
職
人
マ
ル
キ
_ア
ノ
ス
，
は

ブ

ト

レ
マ
イ
オ
ス
を
祖
述
し
た
小
著
を
膂
い
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
カ
ス
ピ
海
を
內
海
と
し
て
居
る
タ 

然
し
乍
も
斯
か
る
變
化
が
突
如
と
し
て
起
こ
る
笞
は
な
いo

旣
.に
マ
リ
ノ
，ス
•ブ
ト
レ
.マ
イ
オ
ス
•。ハ
ゥ
ザ
？

ス
等
の
以
前
に
も
長 

い
.間

有

力

な

學

者

が

現

れ

な

か

，
つ

た

し

•
他
面
第
一
世
紀
に
詩
文
世
界
誌
ぺ
.リ
イ
ゲ
デ
ス
を
‘著
し
た
デ
ィ
オ
ニ

シ
ォ
又
は
、
そ
.

の
作
品
パ
 

の

内

容

が

先

人'の
業

績
•神
話
•傳
說
等
か
ら
取
ら
れ
た
素
材
か
，ら
f

、
し
加
も
甚
し
ぐ
時
代
を
.異
に
す
る
資
料
を
無
差
別
に
使
用
.し
'
. 

た
も
Q

H

拘
ら
ず
、
大
な
文
氣
を
傅

1
て
中
世
に
ま
で
及
ん
で
居
る
。
即
ち
第
四
世g

に
ラ
r

\語
海

さ

れ

、
後

に

は

中• 

世
の
擧
权
に
.於

い

‘て

敎

科

書

と

し

て

使

用

さ

れ

た
と
一
友
ふO 

(Ibid.,'pp. 

2
s
r
7
>
.

參
.照)

ま
た
當
時
0
案

内

記

•
案內
圖
も
極
め
て
幼
. 

.利
で
あ
り
す
止
確
で
あ
つ
た
0 (Ibid., 

pp. 

3
0
6
-
3
1
2

ノ
# •
照)

斯
く
の
如
く
質
の
劣
つ
た
も
の
が
一
般
に
流
布
さ
れ
て
居
た
賽
は
、

. 

少
-:
:
<
:七
^

杧̂
ブ
.ト
レ
，マ
，イ
.オ
名
以
前
の
地
理
學
の
.停
滞
を
示
す
^
の
と
#
へ
.や
^

o 
:

へ
.
.

:

斯
く
し
：.て
.羅

馬

時

代

後

年

に

於

け

る

地

理

學

の

退

涉

は
、
旣
.に
前
半
期
か
ら
そ
の
兆
候
を
現
し
.

V,

居
た
-の
.で
あ
る
が
、
ブ
ト
レ
'マ
イ 

ォ
ス
.等
の
.出
現
に
侬
つ
て
、
吾
々
は
こ
の
二
期
を
明
白
に
區
別
•し
得
る
の
で
あ
る
。
'然
ら
ば
こ
.の
前
半
期
の
停
滞
、
後
半
期
の
^
J>
を
，
 

蘭
し
た
原
因
は
何
で
あ
ら
ぅ
か
o
.今
そ

の.■.塞

な

f

-の
に
就
い
•て
簡
單
に
考
察
し
て
見
る
と
、
.先

づ
第「

に
は
、
雜
耑
与
代
こ
於
け 

る
學
術
.
.一
般
の
衰
退
で
あ
る
。
比
較
的
敎
養
の
®
い
新
興
民
族
と
し
て
の
羅
馬
人
^
依
？

征
I
さ
れ
る
こ
と
>
_な
0
だ
希
»
人
も
、

+
u
^
a
^
^

-i
L
*0
®

K̂:
^
ft
5
M
3f
f
l
^
, 

.

'

五
，.三
-
.
.
.
,
,

. 、
ril.G-̂

.
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J
y
^
l
-
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-
d 
卜 

J
r
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h
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V
N
g 
づ
 

<
i
M
i 

l
i
i 

M
d
-
5 

u
> 

T_ 

o 

^

ぐ
、古
代
及
び
中
世
の
，西
泮
に
於
け
る
地
理
摩

 

/
 

•
五

四

(
1

ニoil)
.*
っ
.て
'庇
盛
贪
り
し
科
學
的
输
神
の
衰
へ
を
見
'せ
た
。
•ス
ト
ー
フ
ボ
ン
が
そ

.の「

地
理
學j

を
書
い
た
目
的
が
、
彼
自
身
一
K

oて
居
る
や
う 

に
政
治
家
>«
軍
人
の
實
用
に
供
す
る
爲
め
か
否
か
’に
就
，い
て
考
證
が
行
は
れ
て
居
る
が
、彼
が
眞
實
に
こ
や
賓
を
糍
げ
た
の
，は
そ
の
鄕
11
1 

ア
マ
：‘シ
ア
.の
ポ
ン
ト
ス
女
王
だ
っ
'た
と

：
い

ふ

說

が

、
あ

‘る
0
、即
ち
女
王
の
安
全
の
爲
め
‘

——

同
時
に
自
身
の
爲
め
ゼ
あ
っ
た
ら
う
が
-

ス

y 
一'
、
：■■
,
,.-'
/.'
.へ：:-
-
.パ-:
;

.
'.

:
.
y 

ぐ'':.
で
：

;

.:
■

'

厂
'

_

.
へ
-.
.

'

:,
-

.

'
-,
.

)

.'.

.

.

.

ア
,
ダ
ス
ッ
ス
や
羅
馬
や
テ
ィ
べ
、リ
ウ
'ス
を
賞
讃
す
る
'言
葉
を
、
尊
敬
か
ら
で
は
‘な
し
に
恐
怖
か
ら
故
意
に
揮
入
し
.た
と
い
ふ
の
で
あ
. 

る
.o .(Strabo

ャo
p
，

a
r
. 

Intro

'&ction; 

s
. 

x
x
i
i
H
v
.

參
照〕

こ
れ
が
事
實
咖
否
か
は
不
明
だ
と
し
て
も
*
と
に
角
斯
か
る
種
類
の

■ 

■ 

- 

■ 

■

-
 

. 

. 

. 

- 

: 

. 

. 

' 

- • ■ 
i » 

.、
 , 

-y
>
. 
-
I •

. 

- 

. 

• 

■

.

不
安
•遠

慮

に

，

っ

て
#
:束
さ
れ
•た
こ
と
は
事
實
.で
あ
'
.っ
た

ら

う

。.而
し
て
武
力
に
依
つ
て
妞
設
さ
れ
維
持
さ
ル
、
被
征
服
段
の
使
役
に 

依
っ
て
そ
の
顧
濟
を
立
て
、
居
た
羅
馬
の
治
下
に
於
い
て
、
ア
グ
リ
，
.ッ
パ
の
行
っ
た
や
う
な
實
用
的
調
茶
以
外
に
地
理

學
的
硏
究
の
獎 

勵
な
ど
行
は
れ
る
可
能
性
は
少
い
o
.斯
か
る
事
情
の
下
に
希
臘
人
の
地
.理
學
硏
究
.が
漸
.次
篓
縮
し
；セ
行
っ
た
こ
と
ば
、
む
し
ろ
當
然
の 

'給
果

で

は

な

か

づ

，た

ら

う

か

。

加

ふ

る

に

邀

督

敎

が

，第

阶

世

紀

初

葉

に

國

敎

^
さ
れ
敎
會
'の
勢
カ
が
次
第
.に
強
大
に
だ
る
と
、
希
臌
ょ 

り
や
傳
絲
に
立
.っ
地
理
學
も
そ
の
異
端
的
學
說
を
攻
擊
さ
れ
.る
に
至

-0
た

。
，
こ

れ

等

は

地

理

學

.の
t

ら
ず一

般
學
術
の
衰
微
を
齎
ら
.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

-
V 

. 

--
.1
..
..
..
.•
r

 

-
.
.
.
.
.

圓
..

し

戈

:^
‘で
^
る
。
而
し
.て
一
般
擧
術
を
衰
微
せ
し
め
た
事
情
は
こ
.

Q

他
に
も
多
い
が
ハ
今
.こ
\
沪
述
べ
る
必
要
は
な
い
だ
ら
う
？

‘
-.
特
零
'^
理
學
|€
と
っ
て
致
命
的
な
打
擊
.で
あ
っ
た
の
は
、
.爾
々
の
事
情
の
結
艰
と
し
て
地
理
的
知
識
を
增
加
叱
し
め
る
こ
と
が
困
難

’ 

• 

I 
\ 

て

.

.

.

.
- 

.

.と
な
っ
た
こ
と
で
あ
名
。
そ
の
事
情
、も
勿
論
多
い
が
殊
に
旅
行
'の
闲
雞
.
i
商
權
の
表
；失
が
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
っ
たo

第
三
世
紀
に 

:

は
國
內
の
狀
態
も
諸
種
の
困
難
に
當
面
じ
て
鹿
た
が
、
そ
€>
.前
半
旣
に
外
域
に
-は
フ
ラ
ン
ク
人
ア
ラ
マ
‘
一

一

人

が

侵

入

し

て

來

炎

o

こ

れ 

等

野

變

人

は

そ

の

後

益

々

勢

カ

を

增

し

，
て

"
グ

キ

ア•
ガ

ガ

ァ.，
北

ァ.フ
リ
カ
等
の

'羅
馬
領
土
を
占
領
す
'る
に
至
^

0
こ
れ
筝
坶
方
べ
の

.交
通
は
絕
え
て
し
ま
つ
た
。
‘且
つ
ま
た
東
洋
と
の
貿
易
はT

ル
シ
.ャ
人
，
T
ラ
ビ
ア
人
•
ア
ビ
シ
ニ
ア
人
の
手
に
收
め
.€>
•
れ
た
か
ら
-
.羅

.

.

.

.

.

-

-
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• 
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■
,

馬
人
が
商
人
と
しH

海
外
へ
活
動
す
る
こ
と
^,
無
く
な
つ
た
。

.
‘ 

-

•

、

.

.

,

さ
.て
こ
れ
等
‘

Q

事
情
は
羅
馬
時
代
に
於
けK

。

地
理
學
衰
微
を
齎
し
た
主
要
原
因
で
あ
つ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
，中
佌
の
地
理
學
に
對

"

し
て
特
色
を
附
與
す
る
原
因
で
も
あ
つ
た
。
唯
こ
の
羅
馬
の
地
理
學
が
中
世
の

'そ
れ

と

異

な

，る

點

は
"
あ
だ
擧
界
の
，中
心
が
中
世
. 

• 

• 

.

.

. 

. 

. 

.

に
於
け
る
■が
如
く
宗
敎
家
の
手
に
移
つ
て
居
な
か
つ
た
こ
.，と
•で
あ
る
o
:

、
.-:
六

'羅
馬
滅
亡
ょ
れ
十
字
填
遠
征
期
に
至
る
地
瑚
學
.

f 

.

、

中
世
•の
西
洋
に
於
け
石
地
理
學
も
ま
た
前
腓
卢
後
期
と
に
分
•つ
.て
こ
れ
を
觀
る
必
要
が
あ
る
。
前
期
は
蕃
人
に
依
る
杏
代
文
明
の
.急

■

激
.な
破
壞
*古
代
學
術
の
忘
却
S

常
坐
活
や
學
術
そ
の
他
に
及
ぶ
嚴
格
な
宗
敎
的
拘
敗
•
帝
國
の
分
裂
と
そ
れ
に
續
ぐ
北
方
民
族
諸
國

:
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-と
東

羅

馬

：帝

國

と

囘

敎

徒

國

家

の

»
立
及
び
そ
れ
に
依
る
、交
通
障
碍
の
時
期
で
あ
り
、
.
.後
期
は
古
典
復
活
*宗
敎
ょ
り
の
漸
次
的
解
放
*

• 

. 
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の
.延
長
/麗

.で
あ

り

、
後

者

：は
近
_佌
初
期
に
接
近
す
る
。
換
言
す
れ
ば
前
期
は
四
七4

ハ
年
，か

ら

凡

そ

 
一
ニ

五

〇

年

顷

ま

で

、
‘
後

者

は

一

i
1

五

〇

华

頃

か

ら

海

上

採

險

時

代

に

至

，
り

"
一
五
讹
紀
末
乃
至一

六
世
紀
初
頭
を
以
つ
て
近
世
か
^
區
割
さ
れ
る
。

ぃ
さ
て
中
#
前
期
の
•約
七
‘七
Q
年
間
に
於
け
る
地
理
舉
は
如
何
な
る
狀
態
に
あ
つ
た
か
。
羅
馬
の
滅
亡
と
共
に
羅
馬
に
於
け
る
古
代
地

‘理
學
は
‘

1

擧
に
破
壞
在
れ
、た
か
の
觀
が
あ
る
。
_
然
科
學
的
殊
に
天
文
學
的
の
部
分
は
.ア
ラ

ビ

ア

人

に

依

つ

て

受

繼

が

れ

た

が

"

他

方

- 

I 
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•滅
亡
を
免
れ
.た
東
羅
馬
帝
國
の
地
a
學

も

洤

く

衰

微

し

，て

居

た

。
斯

く

.じ
て
そ
の
後
の
地
理
*
:は
、
著
し
，

s

遇
^ ,
を
見
.せ
た
の
で
あ
る
。
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-■ 
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.
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-
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-
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古
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及
び
中
佌
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滓
に
於
け
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理
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へ
：

、
.
古
代
.及
，び

屮

世0:西
.洋
に
於
け
.る
她
理
學

 

.

五

六

(

ニ
ー 

O

S
 

從
來
' 
大
地
の
球
體
說
は
學
者
‘の
間
■の
定
說
と
な
つ
て
居
，た
が
、
今
や
神
父
•
僧
侣
の
間
に
扁
平
說
の
‘支
持
寥
多
く
見
学
に
至
つ 

"'
■, 

た
。
力.K

ピ
海
は
北
方
海
洋
の
灣
な
リ
と
い
ふ
說
が
ま
た
も
や
勢
力
を
得
た
。
先
人
の
書
.

_

を̂
れ
も
ブ
リU:

ユ
ヴX

 

•
ソ
リ
ヌ
ス
や 

一

'
. 

オ
ロ
'
‘ン
ゥX
等
わ
地
理
書
を
拔
萃
し
て
、，
そ
の
儘
に
奢
寄
と
す
る
こ
と
が
.多
く
行
は
れ
たo

八
ニ
71
.年
に

5
<
:
&
:
と
い
ふ
スn

ジ
ト 

； 

ラ
ン
ド(

愛
蘭
と
もIK
ふ)

.の
僧
が
書
'い
た

o
e mensura obris terrae

も
-
こ
れ
等
の
三
人
や
そ
の
他
ね
先
人
に
衣
據
し
ヒ
も
っ
で

あ
つ
た
が
、
凡
そ
八
〇
0
.年
も
昔
の
I

に
據
？

現
往Q

地
理
を
述
べ
る
の
は
、
.如
何
に
變
化
の
震
で
あ

っ

た

當
時
と
し
て
も

* 

. 

卜

實
に
驚
ぐ y

 
き
こ
と
で
あ
る
。

(K. 
baier'.Gesphichte, d

e
r

o'eographie. 'Leipzig, 

1912. 

s. 

3
4
.

參

怊

)

取

羅

 s
c
v

 

| 

將
軍
へ
リ
サ
リ
ゥ
A
の
戚
書
と
し
て
そ
の
遠
征
に
從
靡
し
た
史
家
ブ

；

i

コ

.ピ

オ

ス

は

、

ブ

リ

タ

ー

ー

ア

か

；；
ら

羅

馬

軍

が

撤

巡

し

た

‘後

約

ニ
 

，;

.

•

0
〇
ギ
を
經
た
頃
に
、
-

V

リ

タ

ニ

ア
の
少
く
とも

：：i

部
分
を
死
.績
の
：住
家
な

*)
:

ふ
し
た
。
.ノ

geographica：! knowledge and 

the 

decline of exploration, 

A. 

D. 

3
0
S
0
0
.

 

Travel 

and 

travellers 

6f 

the 

Middle

同
5

、
.
殆
ど
す
ベ

て

囊

家

で
あ
つ
た
。
百
科
八■

家
セ
.ヴ
ィ
リ
ア
の
■イ
シ
ド
ル
•ス(

凡
五
六
〇
丄
ハ
三

六

年

〕
「

尊

敬

す

べ

きsへ
ダ 

(

六
七
，〒

七

三

五

年〕

フ
ラ
バ
.ヌ
.ス=

マ
ゥ
ラ
ス(

七

八

〇

丨

八

五

六

年
〕

史
.家

方

ニ

位
置
の
'高
：い

神

學

者

で

あ
.つ
た
o c

l
o
d
l
-

は
東
ゴ
1
ト
王
.國
の
人
，
敎

會

史m
s
t
l
e

 

t
f
r
t
i
t
a
e

 

l.ibri 

X
I
I

出
界
已 

p
r
o
n
l
c
o
n

を
著
し
セ
ヴ
イ
リ
ア
の

Isidorus

は
.

Etymologiae. 

f

.. 

o
r
i
g
i
i

 

f

 XX

.と
題
す
る
；白
科
全
書
の
第

一
ゴー1

9
卷

に
於
い
て
地
理
を
論
じ
ta
e
d
a 

Venerabilis

は
ア
ン
グ
ヤ
.
"
サ
キ
ソ
ン
人
で
英
國
敎
會
史Historic ecdesias
-d-.ca gentis Anglo* 

ru

日

，の
著
者
で
あ
る
と
典

にD
e

 n
a
t
u
r
a

-sr
u
m

な
る
首

科

全

嘗

に

於

，
い

て

地

‘
理

を

扱

ひ
、
.

ffirab̂
nus : 

I

m

s

.

は
マ
ィ
シ

ッ

：
大 

司

敎

と

な

つ

た

人

で

0
0 un

i
v
e
r
s
o

を
著

し

た

。こ
れ
等

の

間.で
最

も

重

要

なの
は
ィ

：シ
ド
ル
.ス
で
、
.
ベ
ダ
及
び
マ
ゥ
ル
ス
そ

の

他
 

の
百
.科
全

.書

家

は

彼

の

方

法

;^
從

つ

た0
然

.(
-
ィ

シ
'ド
.ル
ス

が.地
，
理

の

部̂
依

據

し

た

資'料

は

、
：聖

書.*
ソ
？
 ̂

•
及 

ゎ

ソ

リ

ゥ

.ス
に
引
用
さ
れ
た
プ
リ
二
ゥ
ス
で
^-
り
、
他

の
人
々
も
こ
れ
に
倣

つ

た
.の
.で
あ
る
。
唯
ア
.ィ
ル
ラ
ン
ド
坐
れ
の
対
學
容 

J
o
h
i
e
s

 

Scottus 

w

i

g
 

(

凡

八

一

〇|
八

八

〇

华

頃

〕

は

、

こ
れ
等
の.他
に

希R
語
.の
文

献

を

渉

獵

し

.、

ブ

ト

レ

マ

ィ

オ
ス
を

：
 

も
使
用
し
てD

e

 divisione 

n
a
t
u
r
a
e

を
著
し
-
當
時
.に
あ
つ
'て
最
も
獨
劊
的
批
判
的
な
學
盏
で
あ
つ
た
。
彼
は

ヱ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス 

の

地

球

罵

.の
测
奢
詳
細
尤
紹
介
し
て
居
る
。
然
し
乍
ら
彼
の
如
き
は
當
時
观
勢
を
振
つ
‘た
神
父
達
の
學
說
に
妨
げ
ら
れ
て
、
大
な 

る
影
響
を
學
猓
に
與
へ
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
.の
で
あ
るo

勿
論
神
學
者
の
間
に
於
い
て
も
-
多
少
自
11
1
な
態
度
を
と
つ
た
少
數
の 

人
々
が
あ
つ
た
の
で
、
'前
，揭
の
べ
•ダ
.の
如
き
も
、
當
時
一
般
.に
行
は
れ
た
と
こ
ろ
に
反
し
て
、
地
球
々
體
說
を
表
明
し
た
。
ま
た
ザ
ル 

ッ
ブ
ル
グ
の
僧
上v

e
r
g
f

 

(

七
八
扣
年
沒)

は
や
は
り
球
體
說
に
對
し
て
同
意
を
表
し
て
居
た
が
、
對
躕
地
住
民
即
ち
世
^
に
於 

:-
>
尤
省
々
：#
ち

-'
#
も
！
9龙
離
^
て

-#
::
«
す
^ :
无
地
：綠
使
.む
^
間
：:.
0
«

題
私

に
法
！̂
•か
ら
非
雛
を
蒙
つ
た
。
ベ
ダ
で
さ
.ぇ
も
こ
の
.對
M
地
の
#
在
を
否
定
し
て
居
り
、

一
般
に
斯
か
.る
對
嫩
地
の
#
法
は
揉
督
敎
の 

敎
理
に
反
す
る
と
解
釋
さ
れ
た
の
で
あ
つ
たo(J.,K. 

Wright, 

T

-tre.geQgrapMcal.<-lore of 

t
h
e

n-
.日 e of 

the 

Cmsades. 

A

 

s 
里

y

 in 

^
^
0
^
. 

o
^
. 

western 

E
U
M
O
U
V 

N
e
w

 Y.ork, 

192s. p
?

 4
7
-
5
7
.

參 

酋
代
取
び
中
世
.の
西
.洋
に
於
け
•る

地

理

學
，
 

ぐ 

E

h

.

(

-
r
I
O
H
O



•
古
'代
及
び
中
世
の
辟
作
に
於
け
る
地
.理
，舉 

芄
\

(

一
二
◦
六)

V 照) 

■ 

- 

- 

■

,

* 

■ 

. 

: 

_ 

■ 

_ 

.

’斯
く

.の

如

くこ
れ
等

學

晋

が

黎
す
る
題
目
1

6

地
誌
的
記
述
も
全
く
十
U
代
期
期
に
逆
轉
し
た
か
の
如
き
觀
が
ぁ
る
。
然
る
に
こ 

の
時
代
に
.姑
、
.直
接
0.
觀
齋
に
據
る
地
誌
^

錄̂
が
か
ぶ
り
多
數
に
上
っ
た
の
で
ぁ
る
0
ネ
ス
ト
ル
派
の
傅
道
僧
ゼ
マ
ル
コ
ス 

55
細
诞
旅
行
記(
五
六
九
年)

ア
ラ
ビ
ナ
^
に
依
る
多
く
の
'旅
行

記

殊

に

ア

ル

"

マ
ス
レ
デ
ィ
の
コ
贺
金
の^ -
場
し
或
は
英
國
玉
>
ぼ

を
 

.the 

0

1
 

'

に

依

っ

て

、
そ
の
オ

ロ
シ
.ゥ
ス
の
»
譯
書
中
に
收
錄
さ
れ
た
諾
威
人
紘
海(

八

九

〇

年

〕

の

記

錄

、
ア
ィ
.
ス

ラ

ン

ド

鳥

人

漂

流 

.

(

1
0世紀後半

〕

の
記
錄
等
に

#;
'
つ
て
、
1
0世
紀

後

半

ま

で

に

.北
は

白

海
•ア
ィ
.'ス

ラ

ン
ド
•
グ

リー

ン
ラ
ン
ド
、
西
は
七
ア
メ
リ 

，
力
大
陸
等
の
當
時
.一
般
に
未
知
の
.世
界
と
な
っ
.て
居
た
地
方
に
就
い
て
.の
記
錄
が
生
ま
れ
て
居
た
と
同
時
に
、
旣
知
の
世
界
に
就
.い
，.て 

も
ス
ぺ
、
ィV

北
ア
フ
リ
カ
•印
度
•ビ
ル
了
中
央
姐
細g

•南
•
ロシ
ア
等
に
就
い
て
0
最
新
の
報
道
が
提
供
さ
れ
た
？

ぁ
る
0(

1
1
^
.
, 

pp. 

50-1, 

75.6

‘ He

吾er, 

op. 

d

r

S. 

3
5

參
船〕

遺
憾
な
ど
と
.に
は
こ
れ
等
の
記
錄
が
相
5:
に
遠
隔
の
地
方
で
作
製
さ
れ
、
し 

か
も
希
臘
語
•
ア
ラ
ビ
ア
語
•
ア
ィ
ス
ラ
シ
ド
語
等
に
依
っ
て
記
さ
れ
て
思
た
爲
办
に
、
當
時
の
恶
督
敎
li
t
思
に
於
け
'?
-
,地
珊
學
の
通
歩
' 

,

に
貢
献
し
‘得
な

か

づ

た

の

，で

ぁ

っ

た

。

加
ふ
る
に
こ
れ
等
貴
道
な
收
褪
の
行
は
れ
た
ー一

地
方
の
ぅ
ち
、

一
方
で
は
囘
敎
と
截
斷
敎
の
對 

峙
の
爲
め
に
、
.他
方
で
は

.

V
i
k
i
n
g

の
爲
め
に
> 
恶
督
敎
徒
の
自
由
な
往
來
が
阻
.止
さ
れ
て
居
た
の
で
ぁ
‘る
。
ア
ラ
ビ
ア
人
は
乳
に
へ 

レ
.•ネ
ス
文
化
の
中
に
抱
擁
さ
れ
て
居
た
か
ら
、
->
<布
臘
本
國
が
‘滅
亡
レ
た
後
は
、
，そ
の
文
化
殊
に£E

然
料
學
方
面
に
於
•け
る
遺

產

の

,i
承

者

と

，な

つ

た

。

彼

等

は

多

く

の

希

臘

古

典

を

ア

ラ

■ビ
ア
語
に卿

' ！!

し
て
居
た
。
ブ
ト
レ
.マ
ィ
オ
ス
も
_
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
彼
等
ま

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.
 

...
 

.

.

. 

-
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

'
.
‘
 

.
 

•-
 

•. 

.
.
.
.
.
.
.

 

•

印
度
の
文
化
を
も
吸
收
し
て
居
た
？
し
か
も
囘
敎
の
商
業
尊
軍
と
闯
敎
徒
同
志
問
の
コ
オ
モ
ポ
リ

タ

一一ズ
ム
と、-

各
人
が
一

生
‘一

度
は

必
ず
メ
ッ
カ
比
參
詣
せ
ね
ば
，な
ら
ぬ
と
い
ふ
靛
士
が
、
廣
大
な
面
積
、に
わ
た
る
囘
敎
圈
內
に
繁
忙
を
極
め
る
往
來
を
坐
ぜ
し
め
た
。 

(Wright, 

6

VD.
rp

p
.

^
-00
7
. T. W

 

‘ 

Arnold, A
r
a
b

 travelers and merdhants, 

i
o
o
o
-
s
o
p

Travel 
a
n
d

 

travellers 

o
f the 

Middle Ages, 

op.’

d

rpp
.

oos-103
.

參 B
o
、. 

'

.

.

.
他
方
プ
’
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ァ
の
グ
ァ
ィ
キ
ン
グ
は
、

.第
八

世

紀

中

漿

か

ら

，第

ー

.1

世
，紀
初
葉
に
至
る
ま
で
、
北
方
に
强
カ
な
#
往
を
な

.
ノ
 

：

：

「

-

-

,
'
. 

- 

■ 

. 

, 

-.•
•
- -
-
-
■ 

- .
»、

 

_ 

- 

- 

.一 

.

.

.

.

.

.

 

- 

* 

.

.

.

.

.
 

-
. 

'

し
て
焐
た
。
彼
等
は
掠
奪
の
み
な
ら
ず
平
和
的
交
易
及
び
植
民
^
依
つ
て
、
富
裕
な
'生
活
を
營
ん
だ
。
海
洋
は
と
®
も
茴
さ
ず
彼
等
の 

活
躍
の
舞
毫
で
ぁ
り
、
前
述
し
た
闰
海
，
ア
ィ
ス
ラ
ン
ド
•グ
リ

ー

ン

ラ

シ

ド

；

メ
：
リ
カ
，

.へ

.の
航
海
は
、
即
ち
彼
等
に
依
つ
て
行
は
れ
た
。 

の
み
な
ら
ず
北
極
へ
の
航
海
も
行
は
れ
た
'と
宏
ふ
-0(

A
.

 

Mawei;, 

T
h
e

 viking. 

A
g
e
.

 

Travel a
n
d

.:t

.Havelle 『s, 

o
p
‘ 

c
i
r

pp. 

7
0
.
8
7
.

參
照) 

.：

.し 

, 

- 

斯
く
し
て
塞
督
敎
世
界
忙
於
け
る
地
理
學
が
萎
微
停
頓
し
つ
、
あ
る
間
.に
、
實
坐
活
o.
必
要
は
、
丽
細
迪
人
•
北
方
人
の
.地
理
的
知 

識
を
着
々
上
し
.て
增

大

さ

，せ

つ\あ
つ
た
。
逛
督
敎
徒
は
こ
.の
事
實
を
知
ら
な
か
つ
た
か
i
知
れ
な
い
が
、
い
つ
か
彼
等
が
と
の
蓄
镇 

さ
れ
龙
知
識
に
觸
れ
る
機
會
が
來
る
に
相
違
な
か
つ
，た
。
' 而
し
て
十
字
軍
遠
征
が
ど
の
.機
會
を
與
へ
た
の
で
あ
る
6

»

.

-
七

.

.十
字
軍
遠
征
ょ
り
海
上
探
險
時_

代
に
.至
る
地
理
學
；

：

，
.

•

'
■
 

十
字
軍
遠
征
は
種
々
_の
意
味
に
於
.い
て

世

狢

史

上

極

め

て

，重

大

な

事

件

で

.ぁ
つ
た
。
、地
理
學
.に
と
つ
て
も
、
長
途
の
遠
征
そ
の
も
の 

が
：齎
す
地
.理
的
知
識
の
擴
太
の
み
な
ら
ず
、
東
方
.に
簪
橫
さ；

れ
た
前
記
の
如
•き
知
識
や
、
そ
こ
に
保
存
さ
れ
て
居
た
i

古
典
に
接
す 

.

.る

.機
會
を
與
へ
ら
れ
た
と
と
は
、
最
大
の
收
獲
と
ー
2\
は
ね
ば
尨
ら
ぬ
0
同

時

，
に

ま

た

そ

れ

は

.
*他
の
間
接
的
な
諸
影
響
^
通

じ

て

、
.
地 

.
ぺ
酋
代
及
が#
11
|
:
'
の
西
*#
に
於
け.る
地
¥
擧

- 

.

(

ニ 

10'
.七
V
-

.

-:
 

•
ニ
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•
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1’1 • « .乎
•力

：4
J■ベ4'i4
il

, ;:t
：；h : ^  .:：Mn
;i1a

r  •,$

.柄 'H' M

jfl < n：i
I $i hL'：l

!；S 
!s -!

_
關
W!
へC  

1̂1

古
代
，及
び
#
世
の
.西
洋
'に
於
け
る
地
理
擧
：
.
' 

/ 

六
〇

(

ニ
1
0八) 

现
學
の
進
^
を

刺

戟

し

た

こ

と

美

ふ

ま

で

.も

な

い

o

斯
く
し
て
；こ
の
十
宇
軍
遠
征
の
行
は
れ
つ
1
ぁ
つ
た
約
■一
 
七
〇
年
間
に
* 
_

 

敎
世
#
'に
.
大

變

化

が

坐

ず

名

と

共

に

.、
地
现
學
も
ま
た
そ
の
面
目
を
改
む
る
に
至
.

0

た
‘。
„ 

‘
；

. 

,

.
r
か
各
推
移
を
側
面
、か
ら
援
助
す
.る
結
.果
と

な

，
つ
.た
^
は
、
蒙

古

王

成

吉

斯

汗

.の

西

征

で

«>
.る
ダ
蒙
古
軍
は
ロ
シ
ァ
■
^
il
,
^
^̂j
*
; 

ヘ
ル
シ
ャ
及
び
小
跑
細

3 «

を
嫌
捲
し
て
、
遂
に 
一
ニ
.五
八
年
バ
.グ
ダ
ッ
ド
に
久
域
す
‘る
に
茧
つ
た
。
し
か
も
こ
の
征
服
者
は
宗
敎

的
に 

頗
る
自
由
な
精
神
を
持
ち
、
彼
等
の
國
を
訪
問
す
る
馨
敎
徒
を
好
遇
し
た
。
彼
等
の
歐
洲
.に
對
す
る
侵
掠
は
こ
の
以
前 
一
ニ
四一

部 

頃
に
終
つ
た
の
で
、
旣
に
ー
ニ
四
五
年
に
法
王
：̂

ン
ノ
セ
ン
ト
四
世
の
使
節
と
'し
て
伊

太

利

人
僧

侶G
i
o
v
i
i

 

Piano 

Carpini 

(

凡1

ニ
〇
〇
丄
ニ
五

ニ

年)

が
支
那
べ
派
遺
さ
れ
、
M
に 

一
ニ
五
：.ー.年
に
は
フ
ラ
ン
ク
國
王
ル
|
九
世
に
依
つ
て
フ
ラ
ン
ド
ル
の
«
 

侶

w
i
n
g
.

 Ruysbroek (

又

は

さ

€

V5
が
派
遺
さ
れ
た
。
.雨
者

と

成

陸

路

蒙

十：！

へ

向

ひ

い

づ

れ

も

無

事

使

命

.を
果
しW

©

つ
> 

た
。
彼
等
こ
そ
陛
路
蒙
古
へ
往
復
し
た
最
初
の
歐
洲
人
で
ぁ
つ
た
。
而
し
.て
こ
の
ル
ブ
ル
.ク
と
同
じ
^
に
ヴ
ェ
•
ネ

ッ

ィ

ア

の

戴

右

商

人 

Nibolo:

及

びMaffeo P
o
l
o

の
.兄
弟

が
•や
は
ね
.陸
路
か
ら
蒙
古
を
訪
ね
* 
一
 

I

一
六
九
年
に
歸
國
，
ニ

ー

七

一

年

に

4
コ
ロ
の
子M

a
r
c
o

 

を
同
伴
し
て
再
び
蒙
古
.に
向
つ
た
。
彼
等
は
一
八
.年
間
滯
注
j<
D
後
一
.ニ
九
五
年
に
海
路
か
ら
歸
_
し
た
。
こ
れ
等
の
旅
行
は
歐
洲
人
に 

犬
な
る
刺
戟
を
輿
へ
、
.彼
等
歐
洲
人
は
今
や
直
接
に
支
那
印
度
等
と
貿
易
を
行
ふ
爲
め
に
、
陸
續
と
衆
洋
を
訪
れ
る
に
至
つ
た
。
凡

一
 

.ニ
九
〇
年
か
ら
一
三
四
〇
年
に
至
る
五
〇
平
糊
の
こ
と
で
ぁ
る
。
而
し
て
こ
れ
と
同
時
に
歐
洲
人
の
足
跡
は
、
吏
那
•印
度
•ビ
ル
マ• 

シ
ャ
ム
*
ジ
ャ
ヴ
.ァ
•
ス
‘マ
ト
ラ
.
•セ
ィa

ン
等
に
及
ん
だ
。
斯
く
し
て
蒙
古
人
の
西
征
は
、
歐
^
人
に
と
つ
て
は
逝
細
逝
發
見
と
同
じ 

黧
を
窗
し
た
の
で
あ
る
。
カ
ル
ピ 

一一•
ウ
.イ
リ
ア
ム
•ポ
I

Bを
始
め
七
し
て
、
幾
多
の
優
れ
た
旅
行
記
が
現
れ
た
。

、

G
i
o
v
l

 

de

M
o

-aeoorvino, 

A
n
d
r
e

-̂. of 

p
e
s
oq
J
a
r 

Pascal of 

Vittorik 

の
支
那
か
ら
の
書
翰
*
 J

o
r
d
a
n
s

 

de 
s

avveracv b
d
e
l
i
c
o

 

d 
卬

Pordonone, 

Giovanni 

M
ap.
oq
n
o
l
l
i
,

 

FrB
c
e
s
c
o

 

BalducciPegoi 

'

: 

/ 

• 

. 

•

fa
が
そQ

主
な
る
も
あ
ら
ぅ
。
いづれも

1

四
世
紀
前
半
D
'こ
.と
，で
あ
总
プ(

.w.
p
o
w

芬

t
o

o
a ぎy

'
T
r

类el 

a
&
. 

traveller

サ op. 

d
r
-
p
p
.
 

1
2
t
^

, 

.

こ
の
時
代
の
歐
洲
に
は
ヴ
f
不
ッ
ィ
ア
•ジ

- 
ノ
ア
を
始
め
と
し
て
、
多
數
の
强
力
富
裕
な
る
商
業
都
市
が
勃
興
し
て
居
り
、
欧
洲
人

1 

の
地
理
的
知
識
は
更
に
北
方
へ
も
西
方
へ
も
著
し
く
擴
大
さ
れ
.る
に
室
つ
た
。
即

ち

>
を
日
，g
ロ B

l
e
n
c

一
 
〇
七
六
年
頃
歿)

.が
、
 

‘.

.

-

 

. 

■ 

.

<

.
そ
0

0
'̂
^
.|1
1
-訟
日
日
丨
げ
ロ
"的
€铉
^,
8
0
1
6
5
^
?
^

.«
0-
.
ロ̂
日
0
第
四
卷
に
於
.い
^

ス
 

ン
ド
等
の
地
理
に
就
い
て
書
い
て
居
る
し
、
そ
の
後
凡
そ
百
年
經
つ
て
' sa

x
o
G
r
a

日
日a

t
i
s
s

の

o

&

p

D
l
r
u

日
が
書
か
れ
、

一
 

更
に
一

三
仳
紀
初
頭
に
.は
廣
名
の
書-sstoria 

N
o
l
e
g
i
a
e

が
著
さ
れ
た
。(Wright, op. 

d
rpp. 

1
0
-
1
1
2
)

ま
た
西
方
海
上
、

,

: 

へ
向
つ
.
て
は

 
一

ニ
七
〇
年
の
幸
福
島
苒
發
兒
，
一
四
观
紀
前
半
に
於
け
る
マ
デ
ィ
ラ
及
び
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
の
發
見
が
行
は
れ
た
。

一

.

さて斯くの如く歐
洲会商

業
•活
動
が
歐
晋
ゎ

•た
つ
て
隆
盛
を
極
め
る
と
共
に
'
ア
ラ
ビ
ア
I

へ

ら

れ

た

市

代

學

術

の

讓

’

I 

、
が
&
び
迤
督
敎
，徒
の
所
有
に
歸
し
た
。
即
ち 
一
ニ

.:
[
1
|
:
紀

0
頃

か

ら

多

く

の

學

苕

が

ア

ラ

，ビ

ア

書

籍

.の
飜

_

或

は

そ

れ

に

依

撳

す

る

著

述

 

.

. 

.
 

.を
行
つ
た
。
ブ
ト
レ
マ
ィ
ォ
ス
の
天
文
學
.に
_
す

：
る

論

文

A
l
m
a
g
e
s
t

は
ニ
ー
世
紀
に
翻
譯
さ
れ
て
中
佌
天
文
學
及
び
數
傳
の
恶
礎

i 

と
な
り
、
そ

の「

地
理
學」

も 
一•四
〇
五
苹
に
至
つ
て
_
譯
さ
れ
て
、
.凡
そ
ー
ニ
〇
〇
年
に
わ
た
る
中
間
期
の
後
に
、
洱
び
迤
督
敎
徙

一
 

-
 

■
 

.
 

r 

-

,

| 

の
地
理
學
硏
究
に
貢
献
す
る
こ
と
、
な
つ
た
。
旣
に
ル
ネ
サ
ン
ス
は
高
潮
に
達
し
た
の
で
あ
4
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
地
迦
擧
に
關
す

I 
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宙
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中
世
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她
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古

没

び

中

世

の

西

准

於

げ

，る

地

累

 

六

ご

(

ゴ

ニ 

S
 

る

薄

察.は
*
今
-や
'ス
ヲ
ラ
铒
學
者
に
來
つ
て
ハ
吸
收
さ
れ
、

A
l
b
e
i
.
M
a
g
n
u
s

 (

一
一 

么
三
又
は 
一
ニ
〇
八

—
「

一
ー
八
〇
年.

〕

H

一
 

s
c
o
f

 (
一
一
一
三
六
年̂̂)

等
の
著
作
に
依
つ
て
、’
.學
會
に
■*
な
る
勢
力
を
；

HI

め
る
に
至
.つ
^
。

地

理

學

は

今

や

十

字

軍

以

前

の

そ

れ

と

ぷ

較

し

て

、

そ

.の

學
說
の
內
容
に
於
い
て
も
明
白
な
變
化
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
敎
會
は
ア 

リ
ス
ト
テ
レ
ズ
の
，导
宙
論
•天
文
擧
•
形
而
上
學
等
を
抑
廊
し
ょ
ぅ
と
し
た
。

ニ

ニ

〇

苹

及

び

ニ

ニ
五
年
に
、
巴
思
大
學
の
當
局
は 

ア
リ
ス
小
テ
レ
ス
の
物
理
學
及
び
形
而
上
學
の
硏
究
を
禁
止
し
た
。
然
し
乍
ら
敎
會
の
權
威
は
晋
日
の
如
く
で
な
か
つ
た
^
故
に
、
斯 

く
の
如
き
抑
腮
も
效
果
な
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
m心
想
は
益
々
廣
く
普
及
し
た
9 (

'̂r
i
g
h
r

 

o
p
. 

d

f

pp. 

1
0
0
-
1
0
1

參
K
ノ
也 

理
學
の
理
論
は
明
か
に
進
歩
し
た
。
殊

に

.5
:
由
論
说
遞
$
^
;々
義
に
觸
れ
る
が
故
に
'依
前
と
し
て
意
铽
の
對
立
を
見
た
が
、
例
へ
ば
大 

地
形
態
に
就
い
て
も
今
は
球
體
說
が
多
數
を
制
す
る
ま
で
に
な
つ
，た
0
.ま
た
對
驄
地
佔
民
の
問
題
は
や
は
り
激
し
い
論
爭
の
題
目
で
あ 

つ

た

が

こ
X
で
も
同
#
に
肯

觉

者

、
が

多

く

な

つ

た

。
' 

.

.

主

，と

し•て
こ
れ
等
宇
.S

の
方
商
及
び
_
然
地
理
方
面
で
業
績
を
殘
し
た
學
者
ぺ
前
揭
の
ア
ル
ベ
ル
ッ
ス
"

マ
ダ
ナ
ス
や
ミ
ハ
エ 

ル
=
ス
コ
ッ
ス
.の
他
に
、

.we
t
a
r
d

 d
e

o
l
r
e
s

( j 

ニ
ー
0
华
頃
歿)

T
M

I

 de Chartres 

(

一
一 

五
〇
年
顷
歿〕

>

|
艮

of 

Bath 

(

一
一
一
世
紀)

B
e
g.N
d
u
s 

silvestris(

一
一
一
世
紀)

皆 Conches 

(

凡
'
〇
八
〇—

 j 

一
 

五
四
年
：ぬ)

等
£>
シ
ャ
レ 

•>
ル

學

派

や
 

>
l
e
x
a
n
d
e
r

名e
c
k
a
m

 

o

1

五
七—

一
ニ
ー 

七
年)

等
が
あ
り
、
こ
れ
等
は
大
體
に
於
て
新
し
い
立
場
を
と
る
人
.々
で 

あ

る

亦

、

古

い

立

場

を

と

.る

人

々

と

し

て

は

P
0I
 

L
o
.
m
b
a

-.
H

.&
s
‘

( j
一
 

六
四
年
歿)"Pierre 

A>S!ai：d

 (

ー
〇
七
九
|
|
一
四
ニ 

年)

f
f
i
e
oq
o 

&
的

S
O
^
O
M
.

(

凡

一

〇
>
六
丨
一
一
四
一
年〕

H
i
l
d
e
g
a
u
v
o
n

 

B
i
n
g
e
n

パ一

〇
九
八—

 j 

f

七
九
年〕

等
を
擧
げ
る
こ

と
が
出
來
る
o c

w
d
g
h
f
f

 

c
i
r
s
.

oo
£

o

2

oま
た
こ
の
時
代
に
は
多
數
の
否
科
全
書
が
出
版
さ
れ
、
夫
々
大
な
る
人
氣
を
傅 

し
た
が
、
就
中
最
も
多
く
穎
ま
水
た
の
は
赛
者
不
明
の«

e

H»magiEe 

m
u
n
d
i
.

で
凡
一一

0
〇
年
顷
に
刊
汗
さ
，れ
た
。
ご
ゎ
は
中
世

‘前
期
に
於
け
る
ィ
シ
ボ
ル
ス
の
如
き
位
置
を
占
め
當
時
の
他
の
首
科
全
書
象
で
-^
れ
を
援
用
し
て
百
科
全
書
を
編
貘
し
た
人
が
多
い
。

• 

' ■

-

.
 

*
-
1'
-
. 

: 

-

■

即
ち Guido, 

Lambert, 

A
u
r
e
a
o
e

.Bm
a
、'Geiyais 

of Tilburx, 

Jacque ,He 

Vitry 

等
で
、
吸
等
は

d
e imago 

I
n
d
i
v

 
か
或 

.は
ィ
シ
ド
ル
ス
*ぺ
ダ
*等
に
，依
存
し
て
居
る
。
然
し
こ
れ
等
の
他
にb

ル
ペ
ル
タ
ス=

マ
■グ
ナ
ス
の
薪
書
や

^
o,
g
-c
t
»
Htd
p

8
の

o
wps
w 

Majis ,

は
、
他
を
壓
し
-f
e
大
著
述
で
あ
り
、
.そ
の

他

前

揭

の

.ouilladmede Conches, 

Gervais 

of .Tilbury, 

B
r
u
n
s
o

 Latini 

等
の
百
科
全
書
が
あ
■り
、
い
づ
れ
も
當
時
に
淤
け
る
重
要
な
著
作
で
あ
.つ
た
。
殊

に

W
a
c
o

は
嚴
密
な
科
學
性
を
追
究
し
た
人 

で
、

當

時

に

あ

つ

て

そ

の

，點

で

は

肩

を

^
ベ

得

る

も

の

が

な

，か

つ

た

。

歡

炎

に

d

l
は
そ
の「

神
他
し
の
诈
に
前
記
の
百
科
全
書
殊 

に
ブ
ル
ネ
ッ
ト

=

ラ
テ
、ィ11

の
そ
れ
を
取
込
ん
で
居
る
こ
と
を
注
意
し
て
镫
か
ぅ
。(

w

-ag-ht, CP. 

c
i
r

pp. 
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丨
斯
く
て
中
怔
後
期
の
澠
理
學
は
、.前
期
.の
そ
.れ
夂
此
す
れ
ば
遙
か
に
進
步
し
た
と
甘
袞
へ
、
種
々
の
點
に
於
い
て
中
世
的
で
あ
つ
た 

の

は

明

か

で

あ

る

。

先
づ
、第

.一
に
；、

そ

め

成

梁

の
.#
く
の
部
分
に
於
い
て
先
人
の
業
鍺
踏
製
の
.以
上
に
出
て
居
な
い
.
0十：

2

典
復
活
の
場 

合
も
或
は
羅
馬
時
代
後
半
期
及
び
中
世
前
期
の
諸
家
肥
依
據
す
る
場
合
で
も
、
い
づ
れ
も
そ
れ
等
を
消
化
し
そ
れ
等
を
乘
越
ぇ
て
新
し 

い
學
說
を
展
開
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
第1

五
世
紀
に
入
つ
て
も
變
り
な
く
、
コ
口
ム
ブ
ス
が
讃
ん
だ

Pierre 

d/Arny. 

(

ニ
三
五C
H
-

一
四
.ニ
〇
年)

の
.百k

全
#

bn
日
岛
o
. Mu

n
d
i
(

.四
->
\
〇
|
七
年
6
間
に
出
版〕

に
於
い
ヤ
、
特
に
海
上
探
險
の
決
心
を 

固
め
^
こ
と
に
力
あ
り
し
部
分
は
、

一11

六
七
部
の
ロ
ジ
ャ
U
ベ

エ
コ
シ
の
0
1m

a
i
u

lw
で
あ
つ
た
と
^
は
れ
る
。(

.tf
a
v
e
l

 

a
n
d

 

•
屮：

及

:^
冲
世
の
西
详
に
於
け
る
地
理
屈 

一

く 

.六

三

，

(

二

ニ1
>
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古
代
欢
び
中
世
の
-調
洋
-に
於
け
^
地
理
學
.
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v
e
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oT-
p.
r

Introduction, 
s
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lcn
-
106
'
參
顧)

难
导
宙
論
の
論
^
に

於

い

て

'
の

み

希

職

苗

典

が

迤

督

敎

の

敎

理

と

適

合

せ

， 

.

.

.

.

.

. 

.......
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.

し
め
ら
れ
て
新
し
い
も
の
が
坐
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
.は
、
こ
の
時
代
に
於
い
て
神
學
の
影
響
が
減
少
し
た
こ
と
は
右
に
述
べ
た
通
.

*,
' 

* 

- 

' 

N 

.

-

り
で
あ
る
が
、
苔
々
は
こ
の
事
實
を
以
つ
て
，̂
中
世
前
期
と
こ
の
時
期
と
を
區
割
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
同
時
に
、
敎
會
の
踮
力
か
ら 

'解
放
ざ
れ
た
近
世
の
她
理
學
と
も
！|

別
す
る
之
と
が
出
來
る
。

’ 

• 

. 

_ 

!

次
に
第
三
に
は
、
科f
的
精
神
の
缺
除
し
て
居
た
こ
と
で
あ
る
0.
そ
れ
は
神
父
達
が
創
生
紀
の
文
敢
か
ら
宇
ti
l
の
權
造
、や
大
地
の
形 

態
を
論
じ
た
こ
と
に
も
明
か
で
あ
る
が
、
更
に
諸
種
，の
非
現
實
的
な
傅
說
依
つ
て
地
理
書
が
滿
た
さ
れ
、
.そ
れ
が
相
當
の
知
識
階
級

i 

, 

; 

> 

* 

V 

. 

.■
■-
.:;. 

... 

' 

.

■.
. 

.
'
.*
:

に
ま
で
信
ぜ
.ら
れ
た
や
ぅ
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
地
上
の
樂
園
•司
祭

王

ジ.
.3
ン

の

傳

說

は

、
そ

れ

等

の

中

に

岱

つ

て

も

特

.に
蜇
要
欢 

.もQ

■で
あ
つ
た
。
し
か
冬
こ
の
二
つ
の
傅
親
は
、
犁
に
傳
說
と
し
て
語
り
傳
へ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
こ
の
時
代
の
人
.々
の
心
裡
■に
深
く 

唆
入
つ
.て
*
そ
わ
實
際
.活
動
に
少
か
ら
ざ
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
，信
ぜ
ら
.れ
る
タ
司
發
王
ジ
ョ
ン
と
：

s

ふ
の
は
、
第
一
ニ
世
紀4

-

字

軍

. 

'遠
征
の
.顷
に
何
處
か
ら
と
も
な
く
歐
洲
へ
傅
は
_つ
て
來
た
噂
の
.注
人
公
で
、
歐
洲
人
の
知
ら
ぬ
東
方
印
度
の
窟
裕
强
大
な
驻
督
敎
國
の
.

王
，で
あ
る
。

一

ー
六
五
年
に
；は
こ
の
王
か
ち
衆
羅
馬
皇
帝
へ
宛
て
た
親
書
と
稱
せ
ら
る
、
も
の
す
ら
锍
布
さ
れ
た
。
こ
の
書
翰
は
僞
«.
’

.

 

"

.

 

,

‘

■'
’

 

.

■.
ft

-だ
つ
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
、が
、
當
時
の
歐
洲
人
は
こ
れ
を
疑
は
ず
、
.
+
字
軍
な
乙
大
業
遂
行
に
最
も
好
ま
し
き
同
盟
者
を
得
た
と
歡
甚
し 

た
ら
し
い
。
.一
一
七
七
年
に
法
王
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
使
者
に
親
書
を
挑
へ
さ
せ
、
こ
の
.切
祭
王
ジ
•
ン
の
國
へ
出
發
さ
せ
た
o 

ど
の
使
者
の
行
衞
が
ど
ぅ
な
つ
た
か
吾
々
に
は
傅
，つ
て
居
-f
t
lい
が
、
.と
も
灼
歐
洲
人
に
と
つ
て
謎
の
儘
に
殘
さ
れ
た
こ
：と
は
薪
實
で
あ

• 

っ
た
;0
そ
の
後
こ
の
東
方
富
裕
國
の
物
語
は
歐
洲
人
の
間
に
語
り
傅
，へ
ら
れ
る
と
共
.に
、
'
中

央

蓝
«
蓝

そ
'の
他

に

探

索

が

行

：は

れ

た

。

結
局
ア
ビ
シ
一一

ア
と
い
ふ
こ
と
が
推
定
さ
れ
、

一
三
一
六
年
に
ア
ビ
シ

デ
ア
へ
法
王
か
ら
派
遺
さ
れ
た
使
節
が
到
箫
し
、
%
め
.て
^

祭 

王

の

國

が

ア

ビ

シ

ー

ー

ア

な

.る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
は
成
程
恶
督
敎
國
で
は
あ
つ
た
が
、
信
ぜ
ら
れ

5

た

き

を

と

異

裏

，て 

富
裕
で
も
强
大
で
も
な
か
つ
た
o
こ
の
傅
說
の
害
々
に
と
つ
て
，の
興

味

は

、
，そ
水
が
凡
そ
一
一
五
〇

年

間

に

わ

た

つ

て

歐

册

人

o
先
な
る
關 

.心
の
的
と
な
つ
た
こ
と
に
t

o
即
ち
一
汸
で
は
當
時
の
擧
問
の
水
！
^
窺
ば
.し
め
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
そ
餘
蒙
古
ぺ
の
碧
へ 

や
印
度
へ
の
ア
フ
リ
カ
.廻
航
へ
の
重
大
な
刺
戟
と
な
つ
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
へE.

 
o

.

 
R
J

 

pre.ste

.HJohn 

s
d 

t
h

fl
>
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E
m
p
i
r
e
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E--
g
o
p
i
a
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Travel and, travellers in the 

Medieval 

>贫

，o
p
*

a
t
.
, 

pp. 

l

l2-194> 
參
照 

5換
言
す
れ
ば
こ
0 .
專 

•m
が
却
つ
て
歐
決
人Q

地
理
的
知
敦
搬
大
を
屏
め
た
か
に
思
は
れ
る
點
に
興
味
が
ト
る
。
地
上
&

W

Q傅

說

に

就

い

様

な
 

こ
と
がW

は
れ
得
る
。n a

ム
ブ
ス
が
第
三
囘
の
航
海
小
フh

ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
王
及
.び
イ
サ
べi

ア
女
王
に
奉
つ
た
書
翰Q

屮

に

次

ハ
 

i

節
が
.あ
る
。
即
ち
彼
が
棄
オ
リ
ノ
コ
河
口
の
。ハ
リ
ア
灣
に
到
達
し
た
際
に
、
地
球
が
西
洋
屬
の
如
き
形
を
と
り
、
そ

笤

點

$ 

柄
忙
似
た
形
ちQ

山
頂
平
地
に
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
あ
る
と
い
ふ
結
論
を
得
た
と
述
べ
て
居
る
.°
パ
リ
ア
灣
は
即
ち
梨
の
上
部
の
後
起
潰
の
.. 

裾
に
相
當
し
そ
こ
力
ら
大
地
は
西
方
へ
徐
々
に
高
.ま
つ
て
遂
忙
パ
ラ
ダ
イ
ス
，_に
達
ず
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
爲
め
に
バ
リ
ア
^

^

ち
來
へ
向
つ
て
宜
大
な
.置
め
淡
水
が
激
し
い
勢
で
流
下
す
る
0
而
し
て
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
スQ

位
置
ゆ
、
•イ
シ
X

ラ
ベ
ダ
A

コ
ッ
ス 

そ
の
他
の
先
人
の
意
見
と
合
致
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

(
A
.

 

P. 

Newton, 

Travellers* 

Tales of W
o
n
d
e
r

 and imagination* 

T
r
a
v
e
c
a
&

iltrav&ers in the 

Middle Ages, 

op. cit., 

jpp. 
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斯
く
し
て
西
洋
地
理
學
ぼ
は
第
1

五

丄

'
六

世

紀

；
の

海

上

棵

險

時

代

令

經

て

，
近

世

に

入

.る

の

、
.で
'
あ

る

が.

こ
の
移
行
期
に
於
い
て
未

'
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